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級の式111文ﾂ)('１１.hlilⅡ大学)の優

勝を脱仙力に果たした。

昭和35年

鋪15ｍ同体でＦ級の広水１Ｗ産

(DII･柵IⅡ大学)が２位に、ＬＨ級

の加幽式(JiLnIiUl上･粉>が３位に

入賞し､一般の部で７位に人徹。

昭和36年

中学唯よ')右【biIij淵で練｛Ｗして

いたIAli厳勝利が稗jど野商佼に入

学し、愛llf材を染め、111｢1久太

校及の理１ＷｂありⅢ内で初のlii］

好会が発足し、小股技の刑輔学

校でのスタートとなった。

<沿革＞

協会創立以前

千葉県のウエイトリフティングの歴

史は、竹、斌に始まると召える。竹田

は、IUi後仕JliのIlll係から船橋iliに移住

し、材木難の手伝いをする傍ら、撒械

体操が好きで宙返りや手製のバーベル

やトロッコの半轄を自己流で挙げ鍛錬

していた。自己流の練習に限界を感じ

た同氏は、本格的に蕃械体操の技術を

習得するため東京のＹＭＣＡに通うこ

ととなった。そこで、正規のバーベル

と出会い、何度か手にしているうちに

当時のＦ級のＰのＵ本紀録を挙げたこ

とが大きなきっかけとなり、本格的に

本轆技を実施することとなった。周囲

の人から、同体に出場したらという話

が持ちあがり、船橋市相撲協会の武西

惣古の世鯖により第７回I且1体に本県か

らはじめて11Mルした。

竹田選手を813心に内海勝治、鈴木光

夫、熊谷政久、朝倉弘、吉、秀正、井

田浩史等が集まり競技人口も次第にj簡

加していった。

右Ebin期で練習する渡辺恵行、右は右凪会且

第151mⅡ剛体では､Ｌ級の斉蝿和と(０１１火

大学)が４位に入賞した。

昭和38年

Fe級の内海勝ｷﾞﾘがiiM校生として初の

IlIl東進乎揃大会で３仙人償を果たすと

IIil時に会、商校総体にいM内拙i枚21:と

しては、初の11リルをした。

昭和39年

関東選手樅大会で、鯉村繁がＢ級で３

位に入賞した。

昭和40年

1W志野i嚇校の、好稀も徐々にj､え、１１１

，校｣とのFM解で純謝M1が完成した。

'111Ⅲ〔迦乎llii人公で、篠桝捻がＬ11級で

２位に入賞した。

昭和41年

理pli腱に山LI俊玩が就任した。

渡辺難行(１１０央大学･職)はjiY26IiJI全Ⅱ

本避fllii大会のＬ11級で第３位に入賞

した。l0il避乎は第l1uII1鱒親iii大会の

代災としてソウルに派通された。

昭和42年

過去、なかなか全画商核総体で入賞で

きなかったが､三ｲi悦雄(１W志WfiWi)は、

iiY14111I入会のＬＨ級で２((〔に人徹し

た。Ｓで11本ini快‘IC鰍をIu所したが、

競技後のJIl検1,tの結果、体爪がｲS足し

ていた'1(から公蝿はされなかった。し

かしＪＫ京都の人公への出j吟を依馴し、

秋にはＬＨ級でＳ122.5kg.Ｔ387.5ｋｇ

のiii６校斬肥録を､作にはＭ級でＴ380kｇ

まった避乎団を送るようになった。

そして、昭和31年に千葉1Mウエイト

リフティング協会が発足し、千葉県体

育協会に加盟した。昭代分圧に右局IjIl

郎が就ｆＦした。

〈年次別概況＞

昭和27年

竹田域は、第７回同体に出ＭＩＬＦ級で

247.5kgの日本タイ妃録(大会新記録〉

で優勝した。また、第12[､１余11本選手

樅大会で６Ｆ級で優勝した。

昭和20年

第８回111体には、中台久ﾘ)監督、Ｆ級

竹、城、Ｂ組内海勝治が出刎）した。竹

田は、Ｆ級で２迎勝するとともに、Ｐ

で85kg、Ｓで77.5kg、Ｔで262.5kgのn

本記録を樹成し優勝に辮を添えた。ま

た、第13111余ｎ本選手術大会でもＦ級

で２辿勝した。Ｂ級の内海勝論もよく

皿肌しＴで200kgをマークした。

昭和31年

千葉県協会が設立され、会及に右libIPq

郎が就任した。

姉２１mⅡＩＨＩ〕l〔選手柵大会を船橋iIiでⅡ'１１１Ｋ

し、総合で３位に人償した。

昭和33年

鋪13m国体でＬ11級の111田繁(IiU・iWlIll

大学)が入賞した。

昭和34年

第l41ullq体で初の総合６位入賞を、Ｆｅ

協会創立に至る経緯

昭和27年第７回'五１体にＦ級で11M蝋し

た無名の新人である竹田域は、ｎ本タ

イ記録の247.5kg(大会新記録)で優勝

した。この結果、船橋に後援会ができ

た。その後、船橋ウエイトリフティン

グ協会の誕生とな')、会長に右崎IunIl

が就任した。

この当時の練習は、船橋の公民館で

行っていたが、公民館改築のため右島

会長は、自己所有の一軒家を練習塒と

してMII放し(右局道場と名付ける)、私

慨を投じて練縛器具をIMI入するなどし

て避乎行成に尽力した。

昭和28年の節８ImIfI体では、竹ⅡIが

Ｆ級で262.5kgの日本紀録で２迎勝を

果たした。竹田は、この競技会を最後

に引退した。

昭和30年の第10回国体からは、まと
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の高校新紀録を樹立した｡この肥録は、

３樋目時代には破られず、２種Ｕ時代

の基NI1il2録として採用された。

第221,1固体で､ＭＨ級の多小川_紀(法

政入学>が姉２位に、Ｈ級の噸繩正嫡

(iI1IUilI摘院)は姉５位に入賞した。

昭和43年

第23回国体で、Ｆｅ級の向井勝(二宮小・

教)が５位に、Ｍ級の三布悦雄(法政大

学)と、MII級の旋辺泰行(中央大学・

職)がそれぞれ３位に入賞した。

昭和44年

本11{逸子では初の１１t界lKlAltを、三石悦

雄(法政大学)が「１１t界i{(l録に桃U良する

会」において樹立した。肥録は、Ｍ級

Sl33kgのジュニア１１t界M2鈍である。

第24ｍ同体で、Ｆｅ級の｢I）|:勝(二滴小・

教)が３位に、ＭＨ級の櫨宮稔旧本大

学)が７位に、Ｈ級の城辺難行(ｌｌｌ火大

学･職)が４位に入賞し、一般の部で５

位となった。

昭和45年

国分商校に篠宮稔が赴従し、Ｉｉｉ１好公を

苑)Lした。１Ｍ下で２冊'二lのilM校爽施校

となる。干飛lIlini報学校体fli迎皿に力Ⅱ

lMlllIlMlをしたところ、翔年に１１MM〔iii杖

大会を徳えていること、［､体側伽が近

いこと尋が手伝い､pMIIi会･代llMlLl会で

26瀞Ｈの専１１１部として承腿された。

第25121図体で、Ｆｅ級の白井勝が５位

に、ＬＨ級の三石悦雄が３位に、Ｈ級

の渡辺染行が２位に入徹した。

千葉１珂体を３年後に控え、そのリハー

サル大会として、ｌｉＹ７１１ＩＩ会I]本社公人

退手椎大会を、船橋市血海神０１U学校体

育館でiIIl催した。

昭和46年

lIliWi体迎にＷＬＨＷＩｌ部が投髄され、初

代部１２にＩＥＩ良弘(u1分間･教ＩＭＩ)が就任

した。

第４回'111Ⅸi5i校人会を、千葉iIi公lil体

育館で開催した。

第13ｍ全国商校総体では､大爆秀樹(習

志野商)がＬＨ級で４位に入賞した｡ま

た、２年ｕの、分llljの深111武1Ｗは、ＩＭＩ

束逆手Ｉ､大会Ｂ級で優勝するなど、Ｕｉｌ

分iWi6徐々に力をつけてきた。

第261111,体で、Ｆｅ級のF1)|:勝が５位

に､Ｈ級の波辺泰行が２位に入賞した。

昭和47年

第32111|今[]水巡乎Mii大会｣Iミュンヘン

オリンピック大会lik終避が会を船橋Ili

の｢I本姓鉄体fliHI1でＩｌｌ１ｌＩＮした。Ｉ１ｉＩ大会

に参力Ⅱした、Ｆｅ級のｎｊｌ:勝(二滴小・

教)が５位に、Ｍ級のjri川陥一(八千代

岡･教)が４位に、ＬＨ級の柵無忠(東洋

エンジニアリング)が５位に､11級の波

辺奉行(中央大学･職)が２位に､同級の

篠宮毯(国分商･教)が５位にそれぞれ

入賞した。

商校災施校が、八千代商に石川随一が

赴任したことにより３校となった。

第16[mlIlUj1〔選手柵大会において、商校

の部で優勝し、国体高校の部の出場権

を初めて獲得した｡Ｂ級は矢口秀次(国

分商)が、Ｌ級は石井良和(習志野高）

が、ＬＨ級は芝肝賢悟(国分商)がそれ

ぞれ優勝した二とか原動力となった。

第19111|令[H1HiIi枚総体では､jfi外:良和(門

志yfiIIli)がＬ級で３位に､ＬＨ級では芝

肝賢悟(国分商)が２年生ながら５位に

入賞した。

関東高校大会で、習志野商が団体で噸

優勝を来たした。

第27回'１１１体には､一般･商校そろっての

参加となった。間校の部では、Ｌ級の

石井良和が３位､Ｍ級の谷古宇武(習志

野商)が５位に､ＬＨ級の芝野賢悟が６

位に入賞したが、種別では予想を下、

り８位に終わってしまった。一般の部

では､ＦけI:勝･石川随一・三石悦雄(船橋

ili役所)･lE辺難行の禰鋼で柧別６位に

入賞した。

昭和48年

右勘県協会及が、千葉県体育協会副会

長に就任した。

第331m全Ⅱ本選手栃大会において、Ｆ

級の１１h本守(千葉lH救育庁)は、Ｊ細目

で127.5kgのn本Md鰍を樹立し２位に

入賞し、１Ｍ界避乎llii大会の代戎となっ

た。１１t界大会では、実力を発揮できず

12位の成績であった。

千葉県で開催する初めての国体に向け

て、協会総力をあげて選手強化に努力

してきた。結果は、総合４位の成繍を

硯すことができた。ilii核の部では、Ｆ

級の企ｆ響彦(習志野商)が５位、Ｂ級

の加蕊Ⅱﾘ雄(習志野商)が８位、Ｌ級の

Ｔ藤鵬久(国分高)が５位、Ｍ級の芝野

賢悟(１通１分両)が５位、ＬＨ級の大日方

牧(同分I鋤が４位にと、全員が入賞し

た。一般の部では、Ｆ級の植木守(千葉

Ⅲ紋f『庁)が３位、Ｂ級の松ケ迫愈生

(ユアサフナショク)が５位、Ｍ級の三

石悦雄(ミナト興雁)が４位、ＬＨ級の

石川随一(八千代問･教)が６位､Ｈ級の

波辺泰行(''１央大学･職)が２位に入賞

した。

昭和49年

松)ｺﾞﾘ〔iIhj枕(IIJ･松)Ｔｍ際inj被)に柚木

守が赴任し同好会を発足させた。

第341,分日本選手権大会で、三石悦雄

(ミナト興産)はＭ級で優勝し、第７回

アジア競技大会の代表となった。Ｉｉｎｌ大

会で､兄事Ｓで金メダル．Ｔで銀メダル

を獲得した。

第29回国体は、Ｂ級の松ケ迫懸生が７

位、Ｍ級の三石悦雄が優勝、Ｈ級のlMi

辺泰行が３位と腿閲し、柵別で４位に

総合でも８位に入賞し犬ｎ杯ｉＩｌ点をＩ唾

得した。

昭和50年

第１回日中友好大会に、三石悦雄と漉

辺薬行のijhj名が選考された、lIlIH1の北

京と抗洲の２カ所で大会がIⅢ{1Mされ、

三石は両大会Ｍ級で優勝した。

第１o回11稗親諜大会(北九州TIi)には、

渡辺奉行が代戎としてＨ級で参加し優

勝した。

第２２回全国高校総体では､犬Ⅱ方牧(同

分間)がＭＨ級で４位に入職した。

節301zⅡn体から参加雌iIlIの饗Buがあ

り、ihHilI迫府県とも少年の部３名、成

年の部４名の避乎が予巡なしで出柵で

きるようになった。Ｍ級の三石悦雄が

３位、ＬＨ級の石川陸一が６位、Ｈ級

の波辺奉行が４位に入賞した。

昭和51年

第231m金岡i１M校総体では､小林Iﾘl霧ＧＭ１

志野Hii)が､２年化ながらMII級で４位

に入賞した。

第２回日０１１友好大会は、大阪と横浜の

２会場で開催され､昨年参加した三石．

波辺の両避乎が横浜大会に出娚した。

第311回Ⅱ１１体で、ＬＨ級の石川随一が４

位、Ｈ級の波辺泰行が３位に、少年の

部でも小林IﾘI宏がＬＨ級で４位に入職

した。

昭和52年

全国高校総体で1M下で､初の優勝を82.

5kg級の小林明宏(習志野商)が逆成し

た。１面】避乎は．第32111国体でも優勝し

iiii核２大タイトルをlEii1卜した。

第１oliUlIllljIqWi枚大会を船橘iIi腿体何鮒

で開催した。

渡辺泰行は､パンノニア１N際大会にloo

k9級で出場した。

千葉県民体行大会にオープン餓技とし

て参加できるようになり、６市より５０

余機の参jII迦乎のもと1111伽した。

松戸I櫛商校に篠柑が拡助し、liilllf会を

設立し、県内５校Ⅱの実施枚となる。

昭和53年

ソウルでIllH鵬された第l31iilIl禅親I1li大

会に、山｢】俊章(県協会JUl1DlI災)が鰍ｌｆ

として参加した。

フィリピンでⅢ1111された卵２回''1際ユ

ース大会コーチとして擁桝稔が、８２．５

kg級遮乎に小林IﾘＩ宏(法政大学)が代衣

として参加、小林は、３位に入賞した。

第38回全ｎ本選手柵大会では、７５kg級
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ンビである、成年の仁科健太郎が５位

に､少年の辻賢太郎が４位に入賞した。

関東高校避抜大会を、前年に引続きＩｉｉｌ

会期でIIIll1Mした。八千代松陰禰校の加

藤一成とｌｌｌ１ｍ裕行が優勝した。

第２InI金川iWi枕選抜大会には、８名が

選抜され６名が入賞した。

昭和62年

関東高校大会団体地優勝の八千代松陰

高校は、第34,全国滞校総体で県下で

は初の総合５位に入賞した。５２kg級の

西村修一が７位、６０kg級の加藤一成が

３位に入賞した。

布佐高校に恩田秀勝が赴任し創部し

た。

第４２回国体は､52kg級の西村修一(八千

代松陰i紬が５位に、力Ⅱ藤一成(八千代

松険商)が３位に入賞した。

第11,1分ｌｌｉｌ女子逆手柵大会で、４４kg紙

の内川典子(船橋法典iiii)が優勝した。

第３１，１全図高校選抜大会及び第３回関

東高校選抜大会の両大会で、６０kg級の

加藤一成(八千代松陰高)、67.5kg級の

水野英郎(津Ⅱ1沼商)、82.5kg級のtiii田

英１１N(松ﾉｰi束商)の３名が優勝した。

昭和63年

勤務の関係から、砂1m良治(ユニデン）

が千葉に移籍した。

第２回全国女子選手権大会で、４４kg級

の内、典子(船橋法典高)が２連勝し

た。

第481,1余日本避手椛大会では、移耕し

た砂ＩＭＩ艮治が、82.5kg級でＳ・』．Ｔと

もにアジア新記録を樹立し圧勝した。

第35回全国高校総体で、昨年度末活離

した加藤一成が優勝、水野英郎と節、

英昭の両名が鉱優勝と活躍した。

第101,1日鯨ユース大会を千葉公団体育

航でＩＭｍｌした。lIIj蝿一成と水野英郎が

代表としてⅡ}場した。

第241mlオリンピック･ソウル大会に､砂

岡良治が82.5kg級で出場し、６位に入

賞した。

第431m国体は､60kg級の力Ⅱ藤一成(八千

代松険商)が優勝し商校３ビッグ大会

のタイトルを礎柵した。

平成元年

第35回全図高校総体で、５２kg級の秋田

太郎(八千代松陰商)が３位に入賞し

た。同選手は、第44回国体でもＳ・』で

２位に、Ｔで優勝した。同大会で、成

年の部の67.5kg級の水Ff英郎(Ｈ本人

学)は、Ｔで５位に､９０kg級の三ｲi悦雄

（八千代松陰iiii･教)は５位に、100kg級

の高村義隙(日本体育大学)は、７位に

入賞した。

平成２年

の石井良和(明治産業)及び82.5kg級の

石川隆一が５位に､110kg級の渡辺奉行

が２位に入賞した。

第33回bil体少年の部では、７５kg級の新

行耕泊(市立船栃iWi)が３位に、成年の

部では、82.5kg級の三万悦雄(行総高・

教)が５位に入賞した。

昭和54年

茨城県と輔国･京畿道との親善大会が、

関取対京畿道との親稗大会に発展し

た。その関係で、石井良和(明治産業）

が75kg級の代表としてMIM》し優勝し

た。

篠宮は、日本体育協会の海外コーチ研

修として、愛知県の金子定廣氏ととも

に束ドイツ･ハンガリー西ドイツ各国

を１ヶ月半にわたり視察研修し、その

成采を発表した。

第34回同体の成年の部では三石悦雄

(行徳iWi･教)が２階級あげて１００kg級で

挑戦し見事優勝した。少年の部では、

75kg級の石田裕二(八千代高)が８位

に、９０kg級の小崎一仁(松戸来簡)が８

位に入賞した。

昭和55年

この年より、１Ｍ民体育大会の正式極目

として実施できるようになった。

三石悦雄が八千代松陰商校に赴任し部

を設置し合計６校となった。その後、

国分商が廃部となった。

第35ulfl体の成年の部では60kg級の堀

江一利(TIijILL業iWi･教)が８位に､75ｋｇ

級の石井良和が６位に、82.5kg級の小

林Ⅲl宏(法政大学)が７位に、少年の部

では、７５kg級の菅原吉和(八千代高)が

８位に入賞した。

昭和56年

湫津農林iHi校に植木守が赴任し、fllI部

した。

第36回|却仲の成年の部では60kg級の堀

江一利(市川工業商･教)が８位に、６７．

５kg級の斎藤秀男(船橋法典高･教)が７

位に、82.5kg級の小林明宏(法政大学）

が３位に、少年の部では、５６kg級の照

柵光彩(松戸束iii)が５位に、67.5kg級

の丸山一夫(松戸Ni商)が６位に、８２．５

ｋｇ級の蒲原吉和(八千代商)が４位に入

賞した。

少年の部で７位に入賞したが、総合で

は得点に結びつかなかった。

昭和57年

右周会長は、これまでの功績により勲

Ｊ１､輔珊宝末受賞の栄に仰いた。

il1Hl沼i､５枚と船橋法典商校の２校がi１１１

部し合計８校の実施となった。

第24回全国高校総体で、５２kg級の長島

誠(松戸南商)は、Ｊ祁目で党々の２位

に入賞した。

第37回国体の成年の部では50kg級の堀

江一到が７位に、67.5kg級の斎藤秀ﾘ）

が３位に、110kg級の仁科随太郎(船橋

商校･敬)が７位に入賞した。少年の部

では、５２kg級のmiWi勝己(八千代松陰

高)が５位に入賞した。

昭和58年

関東高校大会において､松戸南高校は、

布川勝敬･岩崎裕昭･花田浩二の活踊に

より、団体成績３位と他剛した。

節30回余l側iii１校総体で、５６kg級の平ⅡⅡ

哲二(八千代iiii)が５位に入賞した。

第38ｍ国体の成年の部では67.5kg級の

斎藤秀男が４位に、82.5kg級の三石悦

雄(八千代松陰高･教>が７位に、＋110

級の仁科ＩＩＬ太郎が５位に、少年の部で

は、５６kg級の平１１１１哲二(八千代満)が６

位、６０kg級の石田勝敗(松戸南iWj)が４

位、７５kg級の花田浩二(松戸南商)が４

位に入賞した。

昭和59年

第３１回全国in１校総体で、82.5kg級の桜

井雅充(八千代松隙間)が４位に入賞し

た。

jii391m同体の成年の部では90kg級の三

石悦雄が７位に､＋110kg級の仁科健太

郎(松戸南商･教)が５位に入賞した。

昭和60年

初心者を対象とした採点制競技会が制

度化きれたことに伴い、県大会の前段

に災施することとした。

鋪l8mllMJKiWi枝大会を千菜1M総合迎､１１

場体育館でIlll催した。

流山中央高校に植木が転勤し創部し、

高校の加盟が10校となった。

第40回国体の成年の部では、９０kg級の

三石悦雄が３位に､＋110kg級の仁科腿

太郎が７位に、少年の部では、６０kg級

の古林哲茂(八千代松陰向)が５位に、

75kg級の斎藤政利(船橋法典高)が８位

に入賞した。

第１回関東高校選抜大会を、野田市の

「大利根チサンホテル体育館」でUIl催

した。５６kg級の膜皿智(津miHiWj)と、

90kg級の辻賢太郎(松ﾉｰi雨iIIli)の両名が

優勝した。

昭和61年

第30回関東選手権大会を千葉公園体育

館で開催した。

秀lUl八千代高校に新谷耕治が赴任しfiI1

部した。

第331,1余lniWi桟総体で、５２kg級のW1饗

Ⅱl次郎(津miniiii)が６位に、９０kg級の

辻賢太郎(松戸Ⅲi商)が５位に入賞し

た。

第411,1国体では、松戸南商校の師弟．
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第111,分日本ジュニア選手椎大会で、

67.5kg級の水野英郎(１１本大学)が２位

に、82.5kg級の節、英昭(日本大学)が

３位に入賞した。水野は、姉l61UIジュ

ニア'1上界避乎ｲli大会に避考され】0位と

なった。

第５OLI全日本選手椀大会で、67.5kg級

の水野英郎と82.5kg級の砂岡良治(ユ

ニデン)の両名が優勝し､第11mアジア

競技大会にlIliルし、両名とも銅メダル

をMlilI卜した。

符色ある学校づくりの一環として、松

戸束高校(現松戸国際高)に、専用ウエ

イトリフティング｣鋤が竣工し、落成を

兼ねて県高校総合体育大会をＭ１催し

た。７月Iiil会場で、アジア競技大会の

女子のlik終選考会も喪施した。

Ｗ(用施汝の完成により､この年から強

化対東の第一歩として、商校lfIZ4I；の

合IIij合宿を実施しはじめた。

第37回全国高校総体で、６０kg級の中村

謙一(八千代西高>が６位に入賞した。

第45回国体の少年の部では、６０kg級の

１１１村謙一が６位に、67.5kg級のI1RiUloil

(il1Illi【li研)が８位に、ＭＷの部では、

52kg級の秋111人､11(｣『し稲川大学)が７位

に、67.5kg級の水野英nllか２位に、１００

kg級の高村義隆(日本体育大学)が８位

に入賞した。

平成３年

第51回分n本選手梅大会で砂岡良治は

史上初の11ｍ優勝を飾った。

苑38I1uI令囚商校総体では、67.5kg級北

川和彦(津、沼高)がＳで、７５kg級の伊

藤正笠(津、沼高)がＪで優勝した。

第46回国体の少年の部では、津田沼高

校の56kg級尤井祐輔と67.5kg級北川和

彦及び75kg級伊麗正登の３人が活HHIし

た。伊糎は、ＳとＴで優勝した。成年

の部では、７５kg級の水野英郎が３稀Ⅱ

で､90kg級のlliim英昭がＪで優勝した。

100kg級の高村義隆もＳで５位に入賞

した。

第23回アジア選手楠大会は、バルセロ

ナ･オリンピック大会の参１１Ⅱ資格Miil1卜

人公として茨城1M神栖でI1U(|kされ、７５

kg級のﾉk野英郎がllljルした。ＪのⅡ本

紀録を樹立したが４位にとどまった。

第７回全国選抜大会を千葉ボートアリ

ーナでINI催した。82.5kg級の宇賀章善

(il1Ill沼高)が７位と腿闘した。

平成４年

右KO会｣との逝去により、第２代公｣とに

三橋渉三(鎌ケ谷ＴＩi議会議員)が就任し

た。

第25回オリンピック大会代表選乎避巷

会において､75kg級の水野共郎(n本ﾉ(［

学)と82.5kg級の砂

岡良治(ユニデン)の

ｉｉｉ名が代表として内

定した。捕鯨台のバ

ルセロナでは、ｌ１ｈｊ格

とも突力が苑抓でき

ず、水野は21位、砂

岡はＪで失格という

結果であった。

第521111全日本避乎梅

大会を千葉ポートア

リーナでⅢ(１Ｍ、７５ｋｇ

級の水野が優勝、９０

kg級の節出が３位、

100kg級の高村義隆

(県総合運動場>が５

位と析蹴した。

鋸
電

魎
剛

平成４年、11147回国体で初の総合HＩＩＤ

IEI得した。

姉491i'１，体の少年の部では、９９kg級の

IUII0祐介が６位に、９１kg級のiff水良隙

(八千代西商)が７位に､成年の部では、

76kg級の水野英郎が優勝、８３kg級のiiii

m英昭が３位､70kg級の字間巌讐(Ⅱ本

大学)が７位に入賞した。

平成７年

三橘会1tの逝去により、節３代会奨に

大iM-ih(八千代巾奨)が就任した。

第55lQl会11本選手柵太公で、７６kg級の

水野共即は４迎勝した。

第421h１分Ｎ商校総体では、９１kg級のhIi

水良隙(八千代西商)が単優勝した。

第50回|Ⅲ１体の少年の部では、６４kg級の

松崎ｲﾊﾞﾒi(八千代IlliIWi)が７位に、９１ｋｇ

級のilf水瓜戯が３位に､成年の部では、

76kg級の水野f英川が圧勝した。

第11回関東商佼選抜大会を九１．九m

浜･白子町でⅢl(鵬した。

〈現役貝＞

会」ｔ大掴－治

&リ会及山ロ俊軍

ＨＭｐＩＩ１ｔ山ロ俊章

間Ｉ理〕ＩＦ及篠宮稔

理１１三石悦雄植木守

千本松随俊仁科健太郎

氷弁英司高檎鋼夫

長谷川強石井良和

エMＢ陽久新谷耕治

白井勝東栄安

桜井雅充高村義隆

石川瞳一ＩＮＩ田伸一

恩田秀勝水野英郎

節田英昭

第391,1余回,脇校総体では、67.5kg級販

灘将ｲﾊ(八千代松陰iWi)が４位、82.5ｋｇ

級の小川哲也(布佐高)が噸優勝にと入

賞した。

第47回同体で初の総合優勝し、大会会

催トロフィーを乎にすることができ

た。少年の部では、82.5kg級の小川祇

也が３位に、67.5kg級の販賑将Iiiが５

位に、皮ｺﾞﾄﾞの部では、82.5kg細の砂Ihl］

典inが優勝、７５kg級の水野英郎が地優

勝､９０kg級の節川英昭が３位に、100ｋｇ

級の高村義隆が５位と活肥し京都府．

山梨肌の追撃をかわした。

姉８回会|叫商校避被大会では、７０kg級

のIl1Iili雄作(八千代松陰IWi)が５位に．

99kg級の三木米作(秀IUl八千代,舟)が３

位に入賞した。

平成５年

昨年に続き、千葉ポートアリーナで第

53回会11本選手柵大会を11IlIIl1した。７６

kg級の水野英郎(ユニデン）は迎勝し

た｡ﾉk野はI化界避fIIii大会でjl90kgの

１１本ilu鍬を樹立し９位となった。

第26[mlIMI束商校大会を千葉公[側体育館

でINI催した。

三木栄作とⅡ高雄作は、全'五l商校総体

及び国体で人賛した。同体成年の部で

は、水野英郎と飾山英昭がi円ＩＭＩした。

平成６年

第54IiIl企Ⅱ本進乎柵大会で、７６kg級ﾉk

Ff英nllが優勝、８３kg級iliiIll共lIlIが３位

と活鯛した。

第２O1iiIジュニア'１t界遊乎推大会のレフ

リーとして、纏宮栓がＩＷＦの桁名に

より参lIIIした。

iiY4111I1余lI1IlH枕総体で、９１kg級のlⅡ０１ｉ

祐介(松'i瓜際i＃i)はＳで大会ilu鰍を耐

立した。

広島で1M催された第12回アジア醜技ﾉ(；

会で、水野英郎は76kg級で銀メダルを

７４



(IIHfⅡ26ｲi堅～）

(IIlｲｲII29iI2）

(11肝Ⅱ30ｆｌ４－）

(ⅡⅡ和33ｲ12～）

(IIH#Ⅱ35fI2）

(IIrｲｲ1136ｲIリ

(ⅡHfII37ｲﾄﾞ～）

(１１N\1148ｲＩｉ～）

(ｌｌｌｌ和50fIz～）

(11冊和57年～）

(１１N和63ｲIx-）

歴代会長初代桑原用＝郎

代１t飯田一郎
輔２代田原聯次

筋３代岡崎英城

ｉｉＭ代浜野洞吾
飾５代斎脇洞亮

輔６代笹野好男

第７代中村梅吉

節８代＝枝＝郎

第９代佐聴随

第10代官下武四郎

Ｃ東京都

事務局〒162束京都新宿区若松町14-1■机庁館八扱助隊内
松尾厳資TELO3-3202-0551(内)2９

昭和30年の東京

都大会に、個人で

練習していた大沼

賢治がＬ級で初出

塒ながらＰでⅡ本

タイilL鰍を出し、

翌年のメルボルン・

オリンピック大会

に出場、第４位で

はあるがオリンピ

ック折記録を樹立

した。語学の述粁

な彼は、トミーコ

ーノを翌年日本に

招待してn本の一

線級の選手と紀鯨

会を開催した。そ

の年の静岡同体の

Ｊで155kgのⅢ界

肥鰍を幣げたが、

再検趾で100グラ

ム余りオーバーし、

非公遡になってし

まった。

昭和33年の東京

梛大会に、当時は

〈沿革＞

創立まで

昭和23年第１回都民大会が開催され

た。都民であれば誰でも参加できるの

で、当時ＹＭＣＡで練習をしていた12～

13名が出塒し、それぞれ選手、審判、

役員を兼ねて試合を行った。

東京都選手権は国体予選会を兼ねて

行われたが、当時は東京都協会が正式

に発足していなかったので、Ｈｆ判は蛾

前の選手であった。赤敬茂、飯m-

nII、小山iili栄らなど、軽lit級が爪Ht級

の、Ⅲ量級は軽n級の選手が審判をし

て試合を行うという、現在では考えら

れない状況であった。

その当時のn本協会は、御茶の水の

木造の建物にあり、東京都協会はその

軒を借りていたような状魍であった。

束yi(ＩＩＢ協会の正式な設立がせまられ

た1$、その頃、ＹＭＣＡで練習してい

た20代の薪し､避手の中で年長者であっ

た内蕊義治が音頭を取り、中心となっ

て来京都協会を設立することとなった。

当時、内藤のアパートに集まり検討を

１tねるＩＩ１、驚いた率に、内蔵はワラパ

ン紙を切り日ﾉ｣で機IlII紙｢バーベル｣を

発行するなど、皆をリードし、色々な

障害を乗り越えて、昭和25年に東京都

協会創立に漕ぎつけた。

内蕊義治は、東京都協会創立の第一

の功労者である。

初代会慥は桑11,11I二郎、理祁跿は飯

Ⅲ一郎、総務は内騨義治、FMPlFは12-

１３名などであった。現在の理Ｊ１{でiI1江

当初から就任しているのは、小山高栄、

森職一、関慶三郎の３名である。

東京(鋼)･メキシコ(6m)オリンピックで活用･大内仁

続出｣》、昭和6311：のソウル･オリンピ

ヅク大会にもlllMlを果たした。

城lli研枚敬11の小林雅幸はUll和捌叩く、

部iI此以米、城Iuj1lH核で大会を迎桝し、

脇田、轆木の２橘のオリンピック選手

を初め多数の選手をf『成し什大.､股に送

り込み、その逆子がIWi枚の先生となっ

て逆手をf｢てることで、砿技人11の少

ない11本のiItlit挙げにjri【献している。

また、束IIIi学１Nの竹内を打てた力Ⅱ蝋

仁は、崎]：栄iii杖を名|Ⅱ１校にfiてIzげ

た。

Ｉｌｌｌ和47坪より９１〔iHi判削のMlillIIとなっ

た小野寺裕は、iHi校チャンピオン２偶

の他、多数の強い避乎をf『て、現在の

強いDICl畔剛のイメージを作I）ｆげた。

野祝庁ウエイトリフティング部のliii

監督で、来)綱I協会理1$｣との大内Ｌは、

柵側ＩＭＩ身で法政大学時代に鷲拠的に

参加できなかった110学生のWiiIU1弘が出

蝸、恕年城西iWi枚一年生とむI)、学２１：

チャンピオンのjiIl藤順一を抑え〕I〔京[到

体に出場、また、昭和39年の来京オリ

ンピック大会では４位入賞、同年の凶

作では、Ｐ126kg、T380kgの１１t界記録

を樹立した。Hrl和41年のガネホ大会に

Ⅱl鵬したことで出｣明停１１:の処分を受け、

８～９年の跿lUllIHlIlj閉できなくな')、

本人だけでなく、Ⅲ本正趾挙界にとっ

ても取り返しのつかない大変なマイナ

スとなった。

昭和45年束DIIi判６０３年生の竹内雅朝

が、iii佼碓ながら11本ランキングに入

り、川iiiMIにﾉ｣をつけて、昭和51年のモ

ントリオールでは４位入賞した。

昭和53年に城西商校に入学した雌水

良恵は、商校、大学共にチャンピオン

に繩き、ジュニア世界選手権に３回迎

創立以後

来京都協会は発足したが、醜投入1コ

が少なく大学にも爪髄挙げ部がなかっ

たので、当時全同大会など.で活BiHして

いたのはＹＭＣＡで練習していた、内

藤義治、照井進、原田繁信等５～６名

の選手にすぎなかった。
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記録を伸ばし、東京オリンピック大会

銅メダル、アジア大会３回連続金メダ

ル、湯布院の日輔大会では、Ｍ級S145

kgの世界記録を樹立した。当時のＭ級、

ＬＨ級、ＭＨ級の日本記録を保持し、

Ⅱ本の爪fit級の第一人折であった。

法政大学卒業後、警視庁に入り、警

視庁監督となり、東京の主力･牽引者

的存在として活脇し現在に至っている。

その後は、腎悦庁から、ミュンヘン・

オリンピック52kg級４位の佐々木哲

共、分11本避手棚＋110kg級５迎馴述

成の岩崎雄二、その他多くの優秀な逆

手を送り出してきた。

平成５年に松尾謙資が大内仁に代わ

って監督となり、現在活踊中の生方力、

小黒杭樹、安田英樹を中心として全１１

本選手柵優勝を目指し噸眠っている。

池上スポーツクラプの指導者である

鈴木瀞(東京都ﾖﾘ理事茂)は、昭和45年

以米艮期にわたって大田区別111出Lスポー

ツクラブを指導し、大田区民のウエイ

トリフティングの普及に貢献している。

最近では、三瓶芳生(全日本選手橘３

位)や、大学避手柵で活BHIしている遮

乎も育成している。

110kg級岩崎雄二〃５２年

67.5kg級佐藤光義〃５８年

９０kg級松尾謙資’’58,62

平成元年

国体東京都団体成緬

団体優勝昭和２４，３４．４８年

〃準優勝’’２５，３１，３６年

ノ’第３位’’３３，３９，４９，５０年

全日本社会人選手権大会団体成績

団体優勝警視庁

昭和48年桝崎

’’５２年愛知

’’５４年栃木

’’５６年島根

ノノ５９年鳥取

全日本実業団選手椎大会団体成績

団体優勝ミナト興産

昭和48年宿崎

’’４９年佐賀

役員組織

会及宮下武四郎

日本製紙株式会社全長

副会長村松忠義

㈱銀座村松社焚

〃三瓶絃正

本成院化職

理事長大内仁

警視庁教養課

副理事長森戦一

元来京地方検察庁

〃鈴木１Ｗ

〃 IHiIU弘

以下型｡1F23名

一般選手で現在活畷している選手

腎視庁小黒直樹９９kg級

（平８年金日本第３付）

〃安田英樹108kg級

（１）f８年全Ｕ本第３位）

〃生カノ」＋108kg級

（､１４８年全Ⅱ本節５位）

池上スポーツクラプ

三瓶芳正９９kg級

（平７年全日本第４位）

中大鈴木韮樹５４kg級

（1K７年全国iWi杖総体優勝〉

111人樋Ｕ志之十108kg級

（127年全国商校総体４位）

活動状況

①東京都民大会５月上旬

②東京都高校総合体育大会５月１１１句

③東京都選手梅大会６月下旬

④夏季強化合宿８月中イリ

⑤商佼新人llUloll上ｲ１Ｊ

⑥来京都秋季大会１１月下ｲＤＪ

年間上記の大会を実施し、春は問校

生の合同練習、夏から秋は、一般、大

学、商校生を交えての夏季強化合宿等

を実施し競技力の向上を図っている。

二れからの強化策

①底辺の拡大と選手の発掘

ウエイトリフティング競技は、筋力

もさることながらテクニックも大変

正要である。

優秀なコーチが指導し、練習環境が

整っていむければ、強い選手を輩出

することはできない。したがって底

辺の拡大は、illj杖に頼らざるを得な

いのが塊状である。

しかしながら、〕I〔京都内にウエイト

リフティング部のある高校は３校に

すぎない。数多い競技人口の中から

選手を発掘し、育てあげることがこ

れからの課題といえる。

②選手の指導と育成

一流避手を班11Iするためには、一流

のコーチが必要となる。ウエイトリ

フティングの知識に精通しているこ

とは勿論のこと、現在、全国指導者

識習、都体協のコーチ学等を研究し、

医学の知識も交えてより商度な指導

が要求される。熱心な指導と、レベ

ルの商い折導が選手を－１W強くして

いくものである。

③練習環境の充実

器具等の充実した広い練習場で強化

練習や強化合宿ができれば、より選

手の強化につながる。柵協会に与え

られた年金ＩＨＩ、競技力Ｉｉ１ｌ上lUlをこれ

らのために右効に活用し、正なる強

化策に力を投じていきたい。

〈高校関係について＞

歴代部長

初代小、光始(昭和34-36）

２代搬股千代吉(昭和37～39）

３代梓村順一(昭和40～44）

４代大野良吉(昭和45～55）

５代新藤宣夫(昭和56～平成８）

全日本選手楢優勝者(東京都登録者）

５２kg級遠藤滝軌昭和22年

６０kg級井ロ幸男〃２１，２２，２３，

２４，２５年

67.5kg級大沼賢治〃３０，３１，３２，

〃３３，３４，３５、

ノノ３６年

７５kg級大内仁〃４４，４５，４６，

４７，４９年

100kg級岩崎雄二’’４７，４８，４９，

５１年

５２kg級佐々木ｆｌｉ共ノノ４７３１K

６０kg級今）l:功犬〃５６年

９０kg級松尾謙資’’60,61,62年

平成３年

国民体育大会優勝者(東京都登録瀞〉

５２kg級遠藤滝軌昭和22,24年

６０kg級ゾトＵ幸男’ノ２Ｌ22,23,

24,25Ⅱ2

67.5kg級大沼賢拍’’３０，３２，３３，

３４，３５年

５６kg級西賀順好'’３１年

７５kg級鈴木邦夫’’３４年

82.5kg級藤本秀富''３９年

９０kg級継Ｉｍｍミボ’’３９年

５６kg級ＩＨ狩光Ⅱ｛〃４３jIZ

９０kg級大内仁’’４４，４５，４８，

４９，５０年

５２kg級竹内稚朝〃４８，４９年

67.5kg級小野祐策’’４９年

歴代委員長

初代大野良吉(昭和34～44）

２代小林義幸(昭和45～平成７）

３代小野寺裕(平成８～）

加盟枚の変遷

昭和３４８校昭和５０１０校

昭和３５１３校昭和５６７校

昭和３９１４校昭和６０６校

Ⅱ((和４０１５校１１M和６３５校

昭和４１１８校平成４６校

昭和４３１６校平成８５校

(昭和31年～50年までの資料を、事務

局校城西大学附屈城西高等学校体育館
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位入賞。

昭和54年

金|剥商枝総体(兵mIuM明布巾)、67.5ｋｇ

級６位神原児(城ui)、82.5kg級２位勘

袋陥と(城西)の入賞。

昭和55年

全国高校総体(愛媛県新培浜市)、５２ｋｇ

級２位並木艮恵(城西)、６０kg級５位池

田光昭(城西)、82.5kg級６位三上勲(城

西)の頑張りで団体戦５位入賞。

昭和56年

余'11商校総体(１１ﾄﾞｌｌｌＭ水｣z町)、５２kg級

４位111m稔(城四)、５６kg級６位棚田ｲﾃﾄﾞ

人(城西)、７５kg級１位丙山正沿(城西)、

82.5kg級３位秋元昭人(城西)などの活

踊で、団体戦は２位となった。優勝枚

埼玉栄商とＩｉｉｌ点で、Mik入賞の差でお

しくも優勝できなかった。

昭和57年

余LEl商校総体(鹿児JiMN牧NII町)、５６ｋｇ

級１位山口稔(城西)、６０kg級３位細沼

誠(城西)、７５kg級今田知(城西)の活踊

で、団体戦は４位に入賞。

昭和58年

金岡iHi核総体(愛知jⅡ名ili屋巾)、６７．５

kg級２位松川il秀樹が入賞。

昭和60年

全国簡校総体(石川県珠州市)、７５kg級

３位池田裕樹(城西)、82.5kg級３位池

田信男(城西)、100kg級１位１１１田浩一

（来亜学Nil)、東京代表３年振りの優勝

稀であった。

昭和61年

全国商校総体(山口県下関巾)、67.5ｋｇ

級５位大吉弘(城西)、82.5kg級３位川

島信(東亜学園)、100kg級６位高塚政

好(城西)、以上３人の入賞。

昭和B2年

金lXl商校総体(北海iii士別ili)、５２kg級

４位戸ⅡI英一(城西）１人だけの入賞。

昭和63年

全国高校総体(兵庫県洲本市)、６０kg級

３位高橋信明(城西)、７５kg級５位辻良

太(東亜学園)、以上２人の入賞。

平成元年

全１劃iWj枚総体(徳lblll上板町)、５６kg級

４位早川英Iﾘl(城西)、９０kg級２位小H1

直樹(東亜学園)、以上２人の入賞。

平成２年

全国高校総体(宮城県村田町)、67.5ｋｇ

級三宅紀久(城西)１人の入賞。

平成４年

全国禰校総体(滴崎1M佐二'二爪IHI.)、６０ｋｇ

級４位保井俊一郎(溺袷商業)１人の入

賞。

平成７年

全国高校総体(鳥取児岩美町)、５４kg級

の３人が個人戦で優勝した。

昭和35年

全国高校総体(富山県富山市)、Ｂ級福

田弘(城西)が個人城で優勝、好記録を

出した。

昭和36年

全国揃校総体(宮城県仙台市>、Ｆ級１

位山本純一(三商)、Ｆｅ級１位福田弘

(城西)、ＬＨ級１位三侯幸夫(京橋商）

の３人が優勝、他にＢ級２位谷合時雄

(昭和鉄巡八Ｍ級２位１１１村英征(法政

一>のiWiHmがあった。

昭和37年

全国高校総体(栃木県宇都宮市)、Ｌ級

３位安田順亮(城西)が活躍し、次年に

楽しみな２年生の多小田_紀が６位入

賞し、期待をもたせてくれた。

昭和38年

全国商校総体(徳島lRiljHbili)、Ｍ級１

位多少田一紀(法政一)、Ｆ級根本和平、

Ｌ級鈴木が上位入賞し、団体戦準優勝

で来京代表が４年ぶりに気勢の上った

年であった。

昭和40年

余[1,6校総体(大分県賜布院町)、ＭＨ

級が新枚された年で、lDil級１位久保秀

俊(法政一)が記念の優勝を果たした。

昭和42年

全国高校総体(福井県坂井市)、Ｌ級３

位堀口茂紀(城西)を中心に、Ｆ級安部

仁、Ｂ級谷合敏行、Ｂ級羽住幸夫、

ＬＨ級野口利雄輔城西iiii枝の活鋼した

年であった。この大会は民泊で、外出

から帰るとそのたびにサイダー、スイ

カなどを出していただき、大変お世話

になった。未だに忘れられ)§｢い良い思
い出多い大会である。

昭和45年

全図耐校総体(和歌111県１１１本町)、Ｆ級

１位竹内雅朝(〕lUIli商業)を'''心に東亜

商業が団体戦４位に入賞した。

昭和49年

全国高校総体(福岡県北九州市)、Ｆ級

２位秋和保男(東亜商)が入賞した。

昭和５０年

令脚商校総体(111梨lIlIll梨市)、Ｌ級１

位市川実(東亜商)。５年ぶりで来京代

表が優勝した。

昭和52年

全国高校総体(岡山県高梁市)、この年

から52kg級、５６kg級、６０kg級、67.5ｋｇ

級、７５kg級、82.5kg級、９０kg級、と定

められたが、入賞者なし。

昭和53年

全国商校総体(山形県鶴岡市>、６０kg級

５位新井亮(城西)、82.5kg級４位島袋

隆之(城西)等の活鋼で団体戦で城丙６

火災で焼失したため、記録不足で不充

分な点があります）

〈沿革＞

専門部段固以前(昭和30年～昭和343F）

都立第三商業定時制、都立京橋商業、

海城、法政大学第一の４校にはバーベ

ル等も無く、明治大学、法政大学、早

稲田大学等々で練習をさせてもらって

いた。そのｍに昭和32年第４、北海ｉｉｉ

大会で、都立第三商商校が全国高校選

手柚に於いて優勝、昭和34年節６回llHl

山県大会で、都立京橋商業高校が全国

高校選手権において優勝をした。

専門部設因

昭和36年６月に全国高体迎初代部長

の井尾武雄先生をはじめ、剛部長の野

中鞄(都立広尾)箙波外(都立三商)久保

克人(１１１大杉並)の各先生方の御嘩力に

より都商体迎に専１１Ⅲ部として加盟を承

認された。

初代部長は小田光治(都立京橋商業

校長〉、副部長野中乾(都立広尾加大野

艮吉(都立点橋iiYi)、常任委員鱗波昇(都

立三商)･小林義幸(城西)･斉野皿一(ｊＩＬ

大工)･鰹井其英(都立京橋商)の諸先生

方の新役員で発足した

その頃の加盟枚の先生方は練習用兵、

練習法等で苦労したが、都協会理事長

の阪田勝簾、阪田定大ＢＩＩＭ、野中義治、

小IlliWi栄、関慶三郎、林輝児の各氏の

御支援と御協力により、昭和35年の国

体では新紋の商校部で準優勝し、翌昭

和36年はＦ級１位山本純一(三商)、Ｂ

級２位谷合時雄(昭和鉄適)、庄級１位

福田弘(城西)、Ｍ級２位中村英征(法

政一ＬＬＨ級１位三供幸夫(京商)の

３階級に優勝し、東京郡総合優勝の大

きな役1111をはたした。

またその年ウィーンで行われた世界

選手権大会に出場した福田弘(城西)が

Ｂ級で６位に入賞し、来京はもとより

世界の注目となった。

〈年次別i’1況＞

昭和32年

全国商校総体は、北海道札幌市で行わ

れ、Ｌ級１位鈴木孝久(都三商)、ＬＨ

級１位鈴木和己(海城)が活蹴し、都立

三商が総合優勝した。

昭和33年

全国高校総体(秋田県秋Ｈ１市)、Ｆ級１

位ﾈ１１'谷昌宏(〕i(北)が個人戦で６１閲した。

昭和34年

全国商校総体(岡山県金光町〕、Ｆ級１

位福田弘(城西)、圧級１位東条次朗(京

橋商ＬＬＨ級１位吉田英(中大杉並）
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１位鈴木基樹(束ilIi学園)、５９kg級４位

木村大介(東亜学園)、＋99kg級４位樋

口忠ｚ(城西)の３人が入賞。１０年ぶり

の優勝稀であった。

東京都全国高校総体優勝者

昭和

32年Ｌ鈴木孝久(那三商）

〃ＬＨ鈴木利己(海域）

33年Ｆ神谷昌宏(京北）

34年Ｆ福、弘(城西）

〃Ｆｅ東条次､11(都爪機iii）

〃ＬＨ吉IⅡ実(１１大杉１k）

35年B1WiIlI弘(城西）

36年Ｆ山本純一(祁三商）

〃Ｆｅ福田弘(城西）

〃ＬＨ三供幸夫(都京橋商）

38年Ｍ多小、－紀(法政一）

40ゼドＭＩＩ久保秀俊(法政一）

45$12Ｆ竹lAl稚刺}(〕I〔唖商）

50年Ｌ市川実()l(亜商）

56年７５西山正浩(城酉大城西）

57年５６山口稔(城西大城西）

60年１００増田浩一(東亜学団〉

平成

８年５４鈴木基樹(東亜学、）

平成８年広島国体東京都チーム

言っている１１１１題ではないようである。

どうして部員を集めるか、いつまで

クラブを続けられるか、本当に大変な

時期になってきた。

Illi係粉令llMI力して可I殻るしかない

と思っている。

すると共に、その一風を担う我が〕I[〕H

都協会も、先述の歴史を汚さぬようこ

れからも頑張っていく所存である。

〈現役貝＞

会及宮下武四郎

H1リ会ｊと三瓶紘正村松忠義

理耶焚大内仁

今後の来京都の商佼生部、のｆｉ成と

部員集めを考えると大変な時代に血而

している。先ず部員が集めにくくなっ

てきたこと。また、全国的ではあるが

生徒数が少なくなっていることなどを

考えると、強い弱いとか｣名手下手とか

おわりに

日本ウエイトリフティング協会60周

年史に禍紋するにあたり、東京郁協会

の126史、活釛状況についてil2逃しまし

たが、１１本協会の益々の御苑隅を祈念

燕福田弘鈴木洞

柳田育孝小林義幸

理

7８



iii神奈川県 歴代会長

初代中

第２代上野

第３代石河

第４代田島

第５代橋本

(IIB和25ｲ１K～）

(昭和27年～）

(昭和32年～）

(昭和33年～）

(平成６年～）

松
健
市
三
一

助
京
吉
正

事務局〒101束京部千代田区ｉｎ冶可2-5-9森寅蝕禽鞠内
森優TELO3-3252-4920

Ｂ級３位入賞(Ｐ87.5,ｓ97.5、Jl2U

T305)という仰業を達成した。北海道

小樽巾で行われた第９lpI図体でも、優

勝折こそなかったものの前年に引き続

き総合３位に入り、親年開催の神奈川

川体にむけて;1Mみをつけた。また、こ

の年から姑まった会lFlilIi校避fllii大会

に、塵応iii1校から４名が出場し、Ｌ級

石川稚康が３位に入った。

栄華を極めた昭和30年代

翌30年には、地元開催の国体を川崎

lIiでⅢ(11“たが、完全優勝をｐ指して

強化をiItねた帖采、Ｂ級1h部、Ｍ級局

lⅡ押次、Ｌ11級､１１Ⅱ笠、このlmlから祈投

されたMII級ではｲi川稚康が兄'１１に優

勝し、何と７階級｢''４階級を制すると

いう離れ業を演じ、２位を16点も引き

離して総合成績初優勝を成し遂げた。

神奈川l却体総合優勝の余坊を駆って

参力Ⅱした11(ｲﾄⅡ31年のiiY1111IⅡＭ体(兵''1（

1M尼崎iIT)では、Ｍ紙偽【Ⅱが巡統優勝

を果たして総合２年述統優勝に貢献し

た。またこの年にメルボルンで開かれ

たオリンピック大会Ｂ級に参加した南

部は兄ﾘﾈに６位入賞を来たし、神奈川

のウエイトリフティング史に輝かしい

１ページを肥した。第３Iulを迎えた今

Uilii7i校避乎椛には６料の腿応刊校生が

参加。Ｆ級の111ｍ隙が優勝、Ｍ級のﾈIiI

森侶之がＪで日本商校新記録を樹立し

て２位に入るなど、団体雛優勝の大き

な原動）Jとなった。一万、この年より

姉まった全関東逆手柿(東京)には、ｉ閉

校の部に４橘、一般の部に５粥の逆手

を送り込み、令貝人償という快挙を成

し遂げた。

翌32年静岡県iff水市開催の第１２回国

体でもＢ級南部、ＬＨ級窪田が優勝し、

３年述統は逸したものの総合で２位に

入り、神奈川健在をアピールした。第

41111余lliI商校逆手柿Ｆ級ではIIIIlI(慶

応商枚)が迎統優勝をiii成した。また

この年第２回全関東選手権大会を川崎

市体育館でMｌ催したが、これを契機に

新会長に石何京市(横浜市焚)力就任し、

編川jUHIII典は先ず、賎技の一ＩIの蝶及

を測るべく、一般の会社や団体を''１っ

て競技のエキジピジョンを行ったり、

法大茄趾挙部をﾘI準してAIR倉で合術、

海浜デモンストレーションを行うなど

して、ＩⅡ腿の股技に対するJW1解と1111心

を呼び起こしていった。二の年に神奈

川111体１７鮒でIlllII1した節１回神奈川111

遇手桶大会は、蝿in機関の協ﾉ｣でウエ

イトリフティングの禍が初めて県民の

LIに触れることになった。また、横浜

iliで毎年IlIllMしている労働粉レクリエ

ーション入会にも、随技の公1111を雑ね

て巡手を派j、し、労側稀の'111に醜技へ

の理解を深めるなど、賎技の辨及のた

めの努力は並みはずれたものがあった。

こうした活肋は１両1時に、選手の競技

力1111上にもつながることとなり、同年

I1HI脇IIWIiliで1111('１１された第７l1jluil体に

は、Ｆ級からＬ11級までフル･メンバー

を派j､、Ｂ級の三iIiNI男(慶大)が３位

人徽を来たすなど、総合でも－蛾６位

という1MKかしい成績を弧し、神奈川の

競技水耶が全国レベルに逃しているこ

とをiliF1ﾘＩした。

昭和2811ﾕには、蝿鮫ⅡＩ新Iii)iI1iliでiii

８１Iilpl体が|川仙されたが、これをｉｆた

ずして節２回ﾈ111糸川1M辿乎柚大会にお

いて、Ｂ級のIIi部良雄(新日本飛行機

ク)･Fe級の丸111晃平(法大)が県選手と

して初めて１１本新紀録を樹立する快挙

を成し遂げた。１剛体では1櫛部の優勝を

はじめ総合成縦３位、会、木巡乎Iliで

“L山の優勝の他、幾多の日本Wii1C鍬

が1M迦手によってⅢ所きれた。こうし

て極めて短期M1で、全国で及い歴史と

爽績を跨る佃局･東京･徳崎･愛媛などの

強豪と比刑できるまでになった。また、

この年に111立総ヶjfihi枚体育主fl;榊井

淵雄によって、ｌｌｉｌ枕に爪欣挙部が611投

され、以後多くの名避手を4:みⅡ}すＨ１

体となった。

勢いに采ったIIL笏は、昭和29年には

遂にＩＥＩ際試合にifj部良雄を送り込み、

マニラで１１Nかれた節２回アジア大会で

〈沿革＞

箇会創立までの経緯

戦前の神奈川のウエイトリフティン

グ餓技界は、石川達郎(法人ＯＢ)が学

生時代に個人的にこの餓技を続けてい

ただけで、現在の神奈川の随技界の轆

礎は全て戦後に築かれたものであると

言ってよい。

戦後間もなく、日本ウエイトリフテ

ィング界の大光輩である井口幸男(慶

応高校敬貝)が学内で生徒を指導し、

慶大紋養部に在学CIUの足立節をはじめ

とする愛好粉によるグループが糾織さ

れたのがきっかけとなり、学内におい

て亜量挙部として本格的な活動を始め

るようになったのが、llL下の競技界の

大きな礎となった。

時を同じくして、新日本飛行機㈱に

おいてｲT川述jllIが光頭となってlill務先

のIiilIIiの中から愛好粉を擁I)、Ｉｌｉ微i爪

用の部隊体育１１kを僻１１Ｉして活､11を始め

ていたが、このＹ･ＯＤクラブと足立

の後難である八木沢進を中心とする慶

噸グループが協力し、ｌｌｌ助松(横浜ｉｈ

避出衆搬院搬Luを初代会焚とするﾈI|’

奈川IIL爪阯挙協会が独立されたのが、

いまだ戦後の混乱が縦<昭和25ｺﾞﾄﾞのこ

とであった。

大躍進･大活囲の黎名期

協会設立後さっそく、ｌｉｉ１午愛知県名

古屋市でI1H1Iliされた節５回国体に初の

避手団を送り、Ｆｅ級で古屈楽(法大）

が５位入賞を果たした。

昭和26年の第611111叫体(広k､県三11Ｎ

市)には５名の選手を送り、Ｆ級のiNi

田(慶大>を始め若手の入賞者を出して

総合９位という成績を硯した。

昭和27年、県協会はそれまでの多Ｕ

的な組繊を改めて正式に役風を定める

ことになる。すなわち２代目全及に、

上野腿(神奈川トヨタF1釛叩株式会社

社長)、理事災には石川迷郎が就任、

その他の役員もそれぞれ定められ、本

格的な歩みを進めることになるのだが、
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不二サッシ･壁大クラブを中心とする

新執行部が組織された。

国体２年迎統優勝を来たすなど随盛

を極めた神奈川も、その後の忠辿な総

済成焚とあいまって|剛氏のｕが外兄ｊＷ

や力､で興味のわきやすい球技型スポー

ツに移行していったことなどから、綴

やかながらも下降線を描き始めること

になる.この年昭和33年に、当時横浜

市連合青年全会健だった、崎吉三が第

４代目会奨に就任。IIILb新企及はそれ

まで流肋的な大学生選手に頼っていた

現状を打破すべ〈、地元向校生巡乎の

発掘育成に箇手。慶応商校･絲ヶ丘商

校以外の高校にもⅢ斌挙を普及させる

ため勢力的な活動を続けていくが、こ

れが昭和38年の県商体連ウエイトリフ

ティング4Ｗ１部投尻の大きな基礎とな

っていった。この年の全国iIH核選手伽

には、練ヶ丘iiYi枝･横浜商工商校が初

めて選手を送った。また、第３回全関

東選手権に８名が出場し、団体優勝を

飾った。一方、昭和30年から、総合１

位・１位･２位と快進撃を続けていた同

体も、この年は縦IHIがＬＨ級で２年111

縦優勝を果たしたものの、総合では６

位にとどまった。

昭和34年には、第４回全関東選手116

を横浜市老松中学校体育館で開催。Ｉｉｉｊ

年総合６位転落の憂き目を見、再浮上

を斯しての参加となった節14回凶作で

は、細川がＬＨ級で３年迎統優勝を逆

げるなどして総合４位に入る窓地を見

せた。また、協会発足10年を迎えたこ

の年には、人躯一新を図るべ<若手を

起用、理訴長に南部良雄を抜擢した。

昭和35年から全国高校選手権は、全

国商体迎ウエイトリフティング部会の

主碑となるが、神奈川からは慶応iii枕

より６名が参加した。熊本県宇土市で

IHI催された第15回国体は、阿部娘が

ＭＨ級で初優勝を遂げ、総合でも前年

に引き続き４位を確保した。

昭和36年、第16回l副体(秋田県UlI和

町)に参加した山、隣は、Ｆ級の11本

所肥IMA272.5kgを樹立したが、同紀鈍

体正雄で第３位にとどまり、総合でも

入賞を逃すなど昭和27年以来９年111l続

いていた６位以内入賞の記録が途絶え

た。この年の全ロ本学生選手権Ｆ級で

山ｍはＴ282.5kgの11本新記録をマー

クし、この大会３迎覇を途成した。

昭和38年、ｉ櫛部班mIi災が、翌jI21Ⅲ１１Ｍ

される束〕Kオリンピックの強化コーチ

に就任、班半奨の補佐として土瞳１脚務

同箕が副理事民に推薦された。山口１Ｍ

下関市でIlII催きれた第18回図体では、

商校の部'111束地|X予選にて本Ⅱ(勢が初

めて(1)場椀を痩得したが、本大会の１１ト

点に結びつくまでには蕊らなかった。

一般の部では、Ｌ級の椎川孝三(111体

脇)と１１級阿部畑(リッカーミシン)が

優勝し、総合でもiii年よりｌランクア

ップの３位人徴を染たした。しかしな

がら、この年を境に国体の優勝活が神

奈川から湊を消すことになった。それ

ばかりか総合の入賞も以後充令に途絶

え、ノkjドトップレベルを維持してきた

神奈川のウエイトリフティングｿ１９に6

111F霊が槻い始めてくる。また|(１年から

始まった全Ｕ本社会人避乎柵(東京>Ｍ

級で桂川、ＭＨ級で阿部が優勝した。

この年になり、１１大商校体育二１２任狼谷

）Lliuと、横浜緑ヶlfilH核体育Ii任柿ツト

商雄の熈力によって、I1liiii体迎にウエ

イトリフティング叩１０１部がiljMlHされた。

初代部奨には横浜緯ヶ】茂iWi佼及二宮尅

雄が就任した。同年９Hにはプレオリ

ンピックを蝋U(秩父宮体育館で11ＭM、

lxl際親蒋の実を挙げた。この年の12月

に第１[pllM新人大会をｌＩＩＩＩＨした。

昭和39年、オリンピック一色のこの

年は、オリンピック大会競技役側とし

てullIb会及が、強化コーチとして南部

理P冊跿がii1iBHoL級桂川学三が代衣候

補選手に指定されはしたものの、惜し

くも代表の魔を逃した。

低迷期に入った昭和４０年代

Ⅱ〔)j(オリンピックはこの競技の人[=Ｉ

を刑１１m的にj抄加させ、昭和40ｲﾄﾞのⅡＩ内

登触逆手は290名を政えるまでになっ

た。必然的に凧協会主(1M賎技会に参加

する選手数も墹加し、朝８時競技UII始・

夜11時30分試合終了という強行ロ樫を

余儀なくされたり、Iiil-大会を２日1111

に渡ってI1IIIiiするなど大盛況であった。

Iiil年秋llllH大館市でlIlllliされた節２回

全１１本社会人避手柵のＬ級で松木皿一

(不二サッシ)が初優勝を飾った。

昭和41年、横浜パーベルクラプの代

表桂川孝三は、不二サッシ･入江クラ

ブ･〕I〔芝･H1rなどに呼びかけ、命ＩＨＩに

さきがけて1M社会人迎盟を発足させた

が、二れを契機にiiii年から11IIIIjiされる

ようになっていた1M社会人避手ｵlii大会

を主管するようになった。この年の節

13回全国高校総体には、慶臘･総ヶ11h．

港･ＩＮＩ束学院から４橘が参加した。

ⅡM和42年６)１，節４１１１１全【1本社会人

迎乎IIB大会を、川IMrili凪会fliに於て３

日|Ⅲにわたって1ⅢIIiした。一ノ１１１１･木

村･大内などのオリンピック選手を始

め大会史｣当鹸多の避手が全I到から参加

し、jI1IAl選手の技術向｣2と競技の紳及

に大きく文献した。Iiij年のIiil大会で団

体２位に入り槌Hされた不二サッシチ

ームは大会幽備の疲れからか仮るわず、

３朽の人賞稀をⅡ)したにとどまった。

この大会は年々派手になる入会に歯Ⅱ：

めをかけるべく企て手作りで行われ、

経凹の節減というmでは以後の大会迦

満の範となった。また入賞選手に授与

された我彰状はn本協会野IIIIHilj理JIF典

と緑ヶniiWi枚i1i川軟鋼によって全て手

10Ｉきされたものであり、人１tした遮手

たちの感激もひとしおであった。来〕ス

オリンピックに全力をＭｉｌｉした＃illII理

小奨は後辿にiIj【を眼るべ<、この大会

を機に奴技と協会迎溝の両面から手を

ひくことになり、１Ｍ協会は所しい局面

を迎えることになった。

IIB柵I43jl:、南部理１(｣その後任として

令回脚i体迎ウエイトリフティングW１１０１

部Ｈ１l瀞I6Mtl4川義英(１１大liii枝牧歌)が

惟蘭さＩした。またⅡ醜i体巡第２代wI10l

部跿上KO一夫(総ヶ丘商校災･40年部及

就任)に代わり、金子英二(緑ヶ丘iWi校

及)が部奨に枕ｲ［した。一方、Ⅱ本協

会.Ⅱ1体脇の法人化の鋤きい簡発にな

り、１１Ｍ､企及やIIL川Fl1JlMfがその推巡

希として活暇した。

昭和45年、節l7IIil全図iiii枝総体ＭＨ

級でWIm鼈(Ｂ大岡桟)が２位に入賞、

さらにliil年11月の関東商校大会ＭＨ級

で、347.5kgのﾛ本所枚新紀触を樹立

し優勝した。またこの年に、後に会奨

に就任することになる橋本正一が副会

奨に推鰯された。Iii]年の全11本社会人

選手柵大会では不二サッシが２年迎統

団体W（優勝を来たした。一方、県高体

迎第４代哩'''I部｣&にDII村随iIi(緯ケ丘

iii校焚)が就任した。

IVIhI46年、オリンピック金メダリス

ト三宅縦は氏らを迎え鍬16回全関東逆

手lliiを総ヶ丘Hli校伸打航で'１１１他した。

この年、横H1慶一(慶応大学)が第17回

全n本大学対抗Ｈ級で２位、第17回全

ロ本学生週乎揃Ｈ級で３位に入る活服

をjiLせた。またｌｎＭＩさの９月に、昭和４３

年にⅢ1所していた1M立体かセンターに

ウエイトリフティング場が新孜され、

そのオープンセレモニーに多くの県内

避乎が参加した。ほとんどのＩＩＬ内大会

は以後ここで行われるようになる。

１１１１和47年、！im8lm1全Ⅱ本大学対抗Ｈ

級、苑１８１１J１余11本学生週乎拙Ｈ級をＩＤＵ

本災(法政大学)が制珊１，－人剣を吐い

た。この年に、節11,1全神奈川対法政

大学対抗帆が行われたが、この大会は

学辿との競技Ⅱ税が調轆できず２年雑

いただけで終わった。
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昭和48年、学生界では敵なしにまで

成艮した岡本実(法政大学)は、全日本

学生、会日本大学対抗両大会で２年迎

統優勝を果たした。また緑ヶ丘商校体

育館改築工､1$に伴って同所での大会UIl

Miができなくなったため、この年より

県選手柵を1M立体両センターで'１１１催す

るようになった。

昭和49年、佐孤県右、市で行われた

第11ｍ全日本社会人避手柵実業団団体

の部で日立jpi塚が３位人職を成し逆げ

た。

低迷01Ｍ昭和50年代

昭和50年、数年米の低レベルで国体

での入賞のなかった少年の部に、Ｌ級

神部茂(法政二間八Ｍ級漉井規之(日

大iiii杖)と２人の入徽粁が出たが、成

年の部に入賞将がなく、総合成縦は相

変わらず振るわなかった。この年に節

８回関東商校競技大会を朏立体育セン

ターでIWIIlIiした。また同年、国際コー

チクリニックをlii】所でIlIlI11iした。昭和

48年に緑ヶ丘溺核体育館改修のため中

断され、昭和49年から協会理耶米田辿

の在任枚であるｕ下小学校体ff館で再

ＩＩｌｌされていた横浜市民大会は、この年

から全NLIAl逆手を対螺とした横浜競技

会を兼ねて同校でIＩＭＭされるようにな

った。昭和33年に会長就任以来協会発

展に大いに貢献してきたmHb会長が神

奈川凧体育功労賞を受賞したのもこの

年である。この年の初めより、米H1辿

力fMB会の耶務処j3I1に郷わるようになり、

協会FIF務局は=I:脇11F務局艮と２人体ルリ

となった。

昭和51年にはモントリオール･オリ

ンピック予選を兼ねた第361mI全日本避

手ｵli大会をⅢ立体行センターで、日１１’

友好鮫技大会を平沼肥念体育館で、節

13回全Ⅱ本社会人迦手Ilii大会を椣浜商

業商校体育lWiでＩｌＩＩ１Ｍした。全日本社会

人では40趣のＨ級森優(森寅鋼業)の５

位入賞を始め６選手が入賞を果たし、

社会人団体の部で横浜パーペルクラプ

が４位に入った。111耐体迎呼｢01部では

河原昌治(平in弼校散Hfi)が第５代部焚

に就任した。

昭和53年、この年の1M選手梱52kg級

で小野勲(束京たばこサービス)が２度

目の優勝を飾ったが、この優勝が同選

手の同級13年迎統優勝という大偉業の

スタートとなった。また小勘一ﾘl(９４ｈ

ヶ庇商校教頭)が節６代Ⅱ1両体迎叫｢１

部長に推醐された。

昭和55年、節24回1111束避乎柵大会を

普及を兼ねて三浦市体行館でIIll1Mioこ

のころより大卒有力巡乎の県内への就

昭和51年、館36回企日本趣手相大会(県立体育センター）

職が目立ちはじめ、県勢の力となって

きた。この年より国体選手激励を兼ね

て理事長杯争奪大会を始めた。

昭和56年、第36回l到体(滋貿Ⅲ安曇

川町)110kg級で軽部剛(日照商校敬11）

が、Ｓ127.5.Ｊ167.5.T295で３位入質、

少年では国松孝公(法政二間)が67.5ｋｇ

級で７位となり同種別では６年握りの

入賞を果たした。同年の第９回全Ⅱ本

実業団選手権(島根県出斐市)では早大

ＯＢの平原孝二(丸久製作所)が100kg級

で初優勝を成し遂げた。il2jltは、Ｓ130.

Ｊ165．T295kgoIIH和49年以降、日下

小学校体育館で111111iしてきた横浜競技

会も、米田辿の転任に伴い、この年の

開催が般後となった。

昭和57年、第10m全日本実業団週手

柵(群醐県水上町)100kg級で平原が２

年迎統優勝を述成した。またこの年の

９月12Ⅱ、１Ｍ協会iilI立30)川平紀念祝賀

会を、日本協会･県体協関係各位多数

出席の下、横浜駅束ロスカイビル･ス

エヒロで開催した。席上、永年協会の

発展に尽くした次の諸氏に感謝状を送

った。１１'村懇(奨年副会奨として貫

献)･伊東政IIB(初代社会人迎皿会災)・

南部良雄(優秀選手及び健年理耶及と

して貢献)･猿谷九魂(111高体迎にウエ

イトリフティング専ﾄﾞﾘ部を組織)･桂川

孝三(優秀選手及び県社会人連盟を組

織)･鳥島公雄(伽I立以来の選手として

また選手行成希として＝褒賞状授与)。

昭和58年、第１１回全11本実業Ｍ避手

棚90kg級に出塒した平原はこのクラス

初制覇。100kg級２連勝と合わせこの

大会３年連続優勝を成し遂げた。この

年に関東高校大会を県立体育センター

でⅢⅡ１Ｍした。

昭和59年、ロサンゼルス･オリンピ

ック予巡を兼ねた第441IDI全日本選手権

で職部が２位入衡を果たした。勢いに

采った侭部はＩＴｉＩｊＩさの奈良[F1体110kg級

で６２位、さらに11ⅡにKMjAlH岩jq可

で行われた第２１回全ｎ本社会人選手権

では110kg級で初優勝を飾り、神奈川

に催部ありとその存在をより大きなも

のにした。またこの年第32In1を迎えた

1M逆手柵に、米111辿の在任枚である日

限''１０１１学校とⅢ１束学院011から11名の０１１

学生が参力11.54kg級.58kg級．64kg級な

どを特枚して優勝のチャンスを111やし

たこともあって、鯨技雅数ヵ月ながら

も自己ilU録を更新するなどはつらつと

したプレーを腰'11'し、関係打の注目を

典めた。この'|'ｊＭ：初審力11は朝日の神

奈川新1川が「１１上界に、けるな」と大凡

出しをつけてスポーツ１Ｍのトップに禍

職、ウエイトリフティングは商校生に

なってからが適当という根強い考え方

に一石を投じた形になった。

黄金時代の再現を目指Ｌて

昭和60年、第221回]令n本社会人選手

ｲli(山梨IIliJIl坂町)＋110kg級で軽部が初

優勝。lili年の110kg級優勝に続いて２

年迎統優勝を飾った。liil時開催の第１３

回全Ⅱ本実業団選手権では、加納修(フ

ジタエ業)が75kg級で、後蕊貴徳

(ＮＡＳスイムスクール厚木)が90kg級

で初優勝を来たした。またこの年に．

平川ＥｕﾘＩｊｔが、昭和50年のIⅡ励公跿以

米、神奈川Ⅲ体f『功労賞を受賞した。

－力、県断体辿馴!`1部では、第７代部

長三上敏雄(岡津in6校奨・54年部鎧就

任)に代わり、三枝忠一(田奈高校焚）
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各競技の会柵地が決まり、ウエイトリ

フティング競技は其仙町で行われるこ

とになった。lDil年の１１Ｍ51面]国体(IIHilM］

Ⅱlil1脇崎ﾛ｢)82.5kg級にＩＩｌｊルした力Ⅱ紬

MEは、Ｍ+怠のＪで172.5kgを幣げ２位

人質を来たした。110kg級後蝿i1ti8j6

S5位、Ｊ６位に入った。膝の故陣が

完治せず記録の低~lrがⅡ立ってきた＋

110kg級鰕部は、Ijij年のＪ８位に続い

てこの年ＯＳ８位に入るにとどまった。

イi川ＩＩＬ珠州IIiで行われた跡l81i1今日本

災業団逆子lhi90kg級に111｣ルしたbⅡ紬ＭＥ

は、Ｔ285kgでこのクラス初Ｖ、７５ｋｇ

級．825kg級の優勝と合わせ、この大

会４庇Ⅱの優勝を飾った。第８回全１１

本マスターズ選手柵(1ii1所)82.5kg級の

dimI雄一は、Ｔ240kgで２年迎統優勝

を途成した。

平成３WZ61l21Ⅱにiili531Ⅱ1u１体其剛

IHI・地備養fl会が批立され、以後施投叫

門部会を１１１心とするⅡ(（備澗肋が始まる

ことになった。第461画Ⅱi１１体(石川1M珠

州市)82.5kg級で力Ⅱ紬がＪ第３位、＋110

kg級でも軽部が蹄ん弧りS6IiX、Ｊで

８位に入った。入賞がＭｉ,ｻﾞされた少年

の部90kg級村1ﾐﾘ腱久(ZuIk1wi枝２年)は、

Ｊで135kgを挙げたものの体ilt差で入

賞を逸した。

平成４年３月、第７１m1余Ｎ商校選抜

大会に出｣倒した村上Mt久は、Ｔ235ｋｇ

で４位入賞を果たした。同年６mの姉

47回全11本巡乎Ni(千葉iIi)に出Ⅱ）した

82.5kg級加納は、Ｊで172.5kgに成功

し、ＪＩＩ本一の座についた。１両]年の節

47回国I梯2.5kg級でも加納は、Ｊ１７０

kgで４位入賞(Ｓは７位)、５２kg級高橋

正轡(農業希年金飛金)も、Ｓ７位.』

８位と腿Ⅲした。また節201IJI今日本実

業lSll避手１Ｍ(鰍LbIMli住町)825kg級で

加納がこのクラス311,1Ｈの優勝、大会

通算５度目の優勝を途成した。また、

昭和43年以来協会の理ⅢI腿として橘離

してきたjIL川溌災が摘気のため退任、

後任として撚優が推挙された。１１n26

Ilには1,1体会期の中央Iui技lFI1体jIiAM枇

臨が１７われ、Ⅱ水協会から野牧一雄氏

がIIL察に米られた゜－．万、IMiWj体迎叫

門部飾10代部奨に佐麟ilUWl(純ヶ丘inｉ

校長)が就任した。

１１K成５年７月６１１，節5312Ⅱ則体の神

奈川lllIIIlliが内定した。この年、昭和

３３年以来lHMI全会災として会の発股に

尽くした田助古三が病凱のため退任、

檎本ｉＩｉ－別企及が会｣と代行を勤めるこ

とになった。またlMiiii体巡WLl101部第１１

代部艮には、佐蝉域治に代わり明石一

雄(大岡商佼促)が就任した。１１月に愛

■
旨
■

県協会30周年祝賀会であいさつする西ⅡI正一氏

度珊判蝿部は、蒋手の追撃を振り切り

T315kgで全日本２連覇の偉業を達成

した。また同年９月の第16回会ｎ本実

業団避手柄(北海道士別ili)の82.5kg級

にＩＩ１ｊルした加納修がT285kgで優勝し

た。このｲﾄﾞから秘Ｈ別表彰となった筋

43凹脚体(〕Ｋ祁府岩施町)82.5kg級Ｊで

加納が４位、＋110kg級軽部はＳ５位.

』４位に入った。一方、県高体連専門

部では、市川次ﾘ)が第９代部焚に推簡

された。liil年８月第32回関東選手鵬を

磯ｆスポーツセンターでI1MIlMした。

平成元１F、第4911U1分日本選手術(崎

;ＩｉｌＩＬ上尼市)82.5kg級で加納修がT285

kgで４位入賞。＋110kg級二連覇を果た

している軽部は、この大会三連覇を狙

って110kg級に出場したが、膝の故障

が影響してＴ307.5kgで４位に終わっ

た。節３ImIを迎えた全国中学生選手樅

(111形県羽!n町)68kg級に出塒した協会

班事村lZ邦夫の子息村上康久(浦為丘

中>は兄JIFに初優勝を成し遂げ、前途

にＩｌｌｌるい希望をもたらした。同年の第

44ｍ国体(北海iii士別市)では、82.5ｋｇ

級に{１Ｍルした加納がＪで３位入賞を来

たした。さらに力Ⅱ紬は第l7ln1分Ⅱ本拠

某M1避手柵(袖liil県ilt屋崎町)82.5kg級

でもＴ295kgで２年連続優勝を成し遂

げた。また100kg級の後藤貴徳ルッツ

スポーツ）もT280kgでこのクラス初優

勝をマークしたほか、出場者全員が入

賞を来たした。同時ｌ１ＩｌＩ鵬の第７何余n

本マスターズ避手樋の82.5kg級に出棚

した飯田雄一(太陽機械製作所)は．Ｔ

240kgで初Ｖを果たした。

平成２年３月19ｐ、第53回国体神奈

川県準備委員会第３同総会において、

が第８代部｣tに就{[した。

昭和61年３Ⅱ、第11111余国問校避抜

大会を県立体行センターでI1I1llN、鈴木

宏'111(11大商校)が52kg級で７位に入っ

た。節41ｍ[K1体(111処111脚坂1111.)の＋110

kg級で帷部は３位入賞、さらに帷部は

第３２回全[1本社会人巡乎柚(ill1IlUlIlIIリ

Dfi付)＋110kg級で２巡卿lを飾り、110ｋｇ

級と合わせ３年迎統優勝を達成した。

昭和62年、前橋iliでⅢかれた第47,

分11本選手柵十110kg級で傑部剛がＴ

312.5kg(Ｓ」30,1182.5＝大会Ｎｉ）

で常々の初優勝。本１１１坊の全ロ本ﾎﾟﾘ剛

は昭和37年の桂川以玻で、災に25年ぶ

りの快挙となった。今や日本の第一人

君となった軽部は、姉24回分ｎ本社会

人避乎柵(京lill府V;施町)＋110kg級で３

巡勝、110kg級と合わせてこの入会４

ｲ12迎統優勝を達成した。この年に少年

の部で活IMIしたのが中学時代からこの

競技に親しんできた1A瀬勲(n人iiii核)。

第34回全国商校総体(北海jUi士BlIili）

67.5kg級でＴ230(Ｓ１０ｑＪ１３０)で４

位に入り、本111坊としてはIIB和45年以

来l7fI2ぶりのＩｉＨｌ大分の入賞をilU鍬した

ほか、mjFのillWIllluil体でもlIil級で本ⅡＩ

少年坊で６年ぶりの入賞を成し遂げる

など大いに101件されたが、好素質を持

ちながらも簡校で競技生活を終えたの

は+Ⅲしまれる。またこの年の21115日

にウエイトリフティング｣ﾙが舷iiZtされ

た横浜巾磯子スポーツセンターがオー

プン。過去数年Ⅲ立体fJセンターでⅢ1

11Mしていた柵浜妓技会は以後、Iiiljilrで

行うようになった。

昭和63年、第481,余｢1本選手椎(ｊｌｉ

Ｉ;1M上hGiIi)＋110kg級にｌＩＩｊルした前年
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知県瀬戸市で行われた第１１回全日本マ

スターズ選手椀では、６４kg級に出場し

た大高正夫(東京宏栄)が初優勝を成し

遂げた。同所第21回分日本実業Ｍ１避手

柵83kg級では、加納がj､算６匹ロの優

勝を飾った。

平成６年１月、第９回関東商校避抜

大会を磯子スポーツセンターで開催し

た。４月には第53回国体の会場地其岫

町に国体地備室が設遼された。この年

のふくしま国体記念杯女子競技大会５０

kg級に出M1した災谷川倫子(慶大職風）

は、Ｔ152.5kgで初優勝を成し遂げた。

また第１２回全ロ本マスターズ遮手梱８３

kg級で、昨年一昨年と２位に甘んじて

いた薮田雄一が奮起、Ｔ242.5kgで階

級変更後初の優勝を飾った。第22,余

n本実業団避手楢54kg級では、新田勝

久(内野商HIK)が、７０kg級で水上蛾(ニ

コー)が初優勝を果たした。この年に

第５代会艮に就任した橋本会長が、協

会では３人月の神奈川県体育功労賞を

受賞した。

平成７年、節55,余日本逆手Iii70kg

級で水上蛾が２位人質。jiY50mljil体(細

IMMいわき市)でも水上は同級Ｓで３位、

Ｊで５位とlkUIlした。８３kg級ilt金(太

'》機械製作所)もＳ６位、Ｊ８位人質

を果たした。このｺﾞﾄﾞ北〕i(でIIIII1Mされた

アジア選手椀50kg級に日本代我として

参加した災梓川倫子は、Ｓ､67.5,Ｊ、

87.5、T155で７位となった。

また第２３１１１１今日本突典卜11避手llii70kg級

で水12が２年迎統優勝、命日本マスタ

ーズ避乎樅83kg級でも甑、雄一が巡勝

しマスターズ通算Ｖ４を達成した。こ

の年の７月11日「かながわ･ゆめ同体」

のlⅢ他が正式決定された。８H8Uに

は、其姻町同体地備委乢会が実行饗１１

公に改組された。ｌＯｌＭＨ成年の部会

M》となる其四日｢立体汀鮒の瀞成式典が

行われ、橋本企及以下４人が米賓とし

て出席した。

<現役貝＞

橋本正一

平川装襲

森偶

相田寅串米田辿

村上邦夫

保井一彦郷芳夫

後繭直樹岩渕忠英

薮田雄一松永実

瀬高褒大頤徳樹

平原孝二脇原購平

辻田壁加納修

遠繭輝彦本田英昭

経部剛横田尚之

今井利男小俣彰良

沌金悠繭本幹人

宮村津佐久協

岡野忠雄

狙谷九剛小林政夫

会奨

冊リ企及

ＦＩ１１ｉ災

MIlHMD1吸

邪理

監 J1｛

●
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⑭山梨県⑭
歴代会艮

初代'j､沢

第２代中村

輔３代村田

雄
郎
郎

敏
太
一

(昭,WI40fドー）

(昭和42年～）

(平成６年～）
事務局〒406山梨H1東八代郡石和町上平弁25-6

松下忠光TELO552-23-1463

(栃木1M宇部宮'１i)に成年ｌ粥、少ｉＷ

名が1ｈMｹ･初出場にもかかわらず総合

３位に食い込んだ。

特に協会設立の仕掛人、古鼎典弾(法

人)はＢ級にＷルＬＰ95.0,ｓ950.

Ｊ117.5,Ｔ307.5の大会新dCjJtで優勝

し、指導粉lfIら少年鞠の手本となっ

た。また現理｡'砥の｣:段義化(Ⅱ川）も

少年の部に１h場し４位に入賞した。

昭和42年度

Ⅲ識会議良であった『１１村人Hli(後に労

働大原)を新会焚に迎え、簸技IⅡ只一

式を符M1していただいた。資金も役fｌ

ｂ乏しいできたての当協会にとって鍼

にありがたい配忠であった。

昭和43年度

協会設立３年目にして第１期黄金時代

の到来である。第1211'1今関東避手柵

(群.191H藤岡iIi)において成年･少年坊

のﾉjが雑jILL、逆に念Nliの総合優勝を

勝ち得ることができた。

1M人優勝折は次のjmI)。

少年Ｂ級近藤紀夫旧川）

〃Ｆｅ級成島強(IFI川）

〃Ｍ級西lib隙(11川）

成年Ｂ級ｉｌｉ屋典再化I尚）

－〃、会lKliWi核総体においても、西Ｉｂ

随(ﾛ川)がⅢ勢初の３位人徹を果た

し、｜pH体でもﾛ川商校が７位入賞と意

気をはいた。

また、会関東優勝によりブロック代表

として初の凶作出場を果たした。杵に

少ｉｆのIuj励隙は避乎卜ⅡＭ(ｆとして、

‐111梨lI1iIMI挙げここにｲiI)いを印象

づけた。

昭和44年度

第２回関東高校大会．第13Ｍ余関東選

手樅と２つのブロック規模の大会を本

県Ｕ川iHi校体ff館でIMI鵬した。

ＩＭＩ〕I〔iFi核大会では、Ⅱ川･'ﾘI戯･iii－商

業の梢鋭が腿洲し、続くＩｌＵｌＩ〔遇fIIiiに

は少年Ｂ級で、草茂(第一IlIj業)が優勝

し、成年Ｂ級の古屋其再に続いた。ま

た、会日本大学対抗戦においてはＭ級

土屋義仁(法大)が本県{Ⅱ身初の大学チ

ヤンピォンに鰍いた。

昭和45年度

全国iHi枕総体において、ＭＨ級桧垣英

治(明斌)がＰ110.0,ｓ100.0,Ｊ130.0,

Ｔ340.0で1M坊初の命、佃人優勝を来

たした。

昭和46年度

姉14回全Ｕ本社会人迎手梱(於Iﾘl城)と

いう全国規模の大会を初めてIIlIAlでⅢ

催した。少数WW鋭の役貝柵成ながら、

役此雅避手としてＢ級71『脇典榔(向

憐>、Ｌ級｣:脇義化(iill労ioi年センタ

ー>が蝋々３位に入る皿1111を兄せた。

ⅡU〕I〔冊校大会においてＢ級販曲瓜(Il

lll)の優勝を旅噸に11川筋がllEUUL、

団体準優勝に入る皿朋を見せた。

また、全11本学生選手楢では日川出身

のＢ級赤尼ＩＥＩ鴇(法大)がＰ105.0.ｓ

95.0,Ｊ130.0,Ｔ335.0で兄》IiIl1Ih身

大学鞠で２人ロのチャンピオンとなっ

た。

昭和47年度

全国崎校総体において、ＭＨ級撫H1忠

彦(明城)がで県勢２人目の全国個人優

勝を果たした。

昭和48年度

全miIli校綣体では、ＭＨ級剣持両lDlI

UﾘI戦)が２位に入った。

昭和50年度

この年は、全日問等学校総合体ff大会

というピッグイベントを11川商校でIlll

IIMした。村IIljJl1JIF腱の強い捕導ﾉjのも

と法政大学の協）｣もi\て、ｌＩＩｌ係什位の

ilk々ならぬ御努ﾉJの結果、協会iI1立１０

年目にしてiiY2lUIDIi金時代を迎えた。

また10午後の「かいじ凶体」を捧えこ

の頃から協会が活況を呈してくる。

119束満校大会では、日川商校が団体初

制醐、また会llilXi5校総体ではＢ級武ル

多jiII,世(１１川）とＭ１1級坂本仁(IⅢ域)の

２年２１iコンビがそろって２位の腿DIIを

jとせた.

成年勢では、宮城ＩＩＬより移阿iしたＭ級

菊地隙が全11本社会人避乎柿で２位に

入り意気を挙げた。

〈沿革＞

日本ウエイトリフティング協会発足

60周年にあたり、競技の発腱に御尽力

された１１M係各位に深く感謝し、当支部

M1会の沿革を以下にNｄしたい。

山梨Ⅱ1ウエイトリフティング協会は

昭和40年５月14Uに発足し、現在に至

っている。握り返れば当協会が現在あ

るのも、来京Ii姶華やかなりし39年の

新渇国体において、村田一郎、古屋其

寓の師弟が再会したことに始まる。

「I川商校時代、村IⅡ一郎に柔jn･柵典

をたたき込まれたil｢股瓜響が、一皮は

就戦後、一念発起し法政大学に進学す

るやウエイトリフティング競技に没頭

し、著しい上達の末、他県の代表とし

て国体に出場していたのだ。総合１１１１会

式で再会した古帰は剛職名商い村IHに

本Ⅲ協会の投立を恕馴し、愈飢に感じ

た同氏のﾉﾐﾋﾉJにより翌年協会役立とな

った。

しかし、全くゼロからのスタート。

手作り練習場から器具の調達、選手集

めと村田･古屋の悪1Wﾋﾞ苦Illlの日々は続

き、帰有後の古脇は私1$を術みずI1Iら

も避乎として率先して範を砺れた。

村111の少数椚鋭主義の柵神は、古脇

の強い指導と相まって、土屋義仁を筆

頭に教え子が大学卒業後、後輩の指導

にあたり、滞爽な競技ﾉJの向上につな

がっていった。そして20年の成月を経

た昭和60年、,[O取同体において逆に全

HilのJn点に立つことができた。また６３

年にはﾛ川高校が令凹商校総体初制覇、

現在まで凶体３度･全国高校総体３度

の団体制覇の栄誉に恵まれている。

以:上、草fiI1期の精神を後繋たちが引

き継ぎつつ、今後も発展に努力しⅡ本

のウエイトリフティングに奇(）できれ

ばと考える次姉である。

〈年次別概況＞

昭和40年度

協会設立夜後、第９回会関東選手Mn
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会に出場。100kg級小宮山哲雄(日大）

は日輔親善大会･日中学生交流大会で

活ＮＨＬ全日本選手権でも２位に入った。

また村田理噸奨の指示により深沢桂一

郎の尽力で谷村工業高校にウエイトリ

フティング部がtiII設され多数の遡手が

鍵生した。

昭和58年度

群鴎国体において成年67.5kg級武ﾂﾄ多

加志(Ⅱ川商教)･小宮lll哲雄(公､l管理

JIF務所)が共にＳ競技においてn本新

紀緑を樹立。成年鶴の競技レベルが国

内トップの域に達してきた。

昭和59年度

全国高校総体(於秋田>では75kg級渡辺

浩幸の２位を筆頭に日川勢が活昭し、

県努初の団体総合３位入賞を成し遂げ

た。メンバーは次の通り。

56kg級渡辺英明６０kg級藤ljii栄一

67.5kg級武井其三７５kg級波辺糟幸

全日本社会人選手権には、新設した

「かいじクラブ」のメンパーで醜み、

新加入の90kg級島袋隆之(谷村高教)の

優勝などで４位に食い込んだ。

海外へは75kg級武井多加志(Ⅱ川繭紋）

がアジア避手柵へ小宮山哲雄(Ⅱ川

商教)がBIII友好大会へM1征した。

昭和60年度

協会発足20年目のこの年、鳥取国体に

おいて遂に念願の国体総合優勝を達成

するｲﾄができた。村、一郎成年監橿．

土脇躯仁少年監将率いた７欄の選手、

また陰になり御尽力いただいた各位の

総力により勝ち得た天皇杯のブロンズ

像であった。表彰式の村田監督の潤ん

だ目が印象的であった。

特に少年52kg級渡辺博(谷村工商>のＪ

の日本iHi校紀録と成年look9級小宮,IＩ

哲雄(、川商敬)の初優勝、新加入の

110kg級松下忠光(來八振興]1F務所)の

優勝が目立った。メンバーは次の』、り゜

少年５２kg級渡辺博(谷村工）

５６kg級渡辺英明(ﾛ川）

８２５kg級佐藤英一(明戦〉

成年７５kg級武井多加志(Il1IMi紋）

100kg級小宮11I哲雄(p1IIrWi教）

110kg級松下忠光０１〔八搬典

事務所）

＋110kg級生方力（日大）

全国高校総体では52kg級渡辺博(谷村

1Ｊが優勝。

第29uIIIl束選手柿は少f12.皮fI2あわせ

て９名の優勝肴を出し圧倒的強さで総

合優勝を飾った。

また、かいし国体のリハーサル大会と

して御坂可で第２２回全日本社会人大会

をIWl催し優勝者２名を出し総合でも４

位に入った。

海外へは100kg級小宮山哲雄(Ｕ川商

教)が世界選手柵初出塒、５２kg級渡辺

１Ｗ(谷材工)がlliUitユース太公へ１Ｍ腸し

た。

昭和61年度

本1M初の凶民体育大会「かいじ国体」

が御坂町を会塒にINI催した。半世紀に

一度の大会とあって、村田理事長を中

心に1,.町をはじめ1Nl係各位の北々な

らぬ努力の結果、盛会のうちに終了す

る二とができた。IpIlTi6iiiIから地Miに

あたられた鵬兄に深く感謝したい。

大会は前年に続き、総合優勝をねらっ

たが１１『し<６３位に終わった。しかし

110kg級松下忠光(来八搬興事務所)Ｊ

Ⅱ本新紀鍬での迎珊1や75kg級小泉秀一

(ﾛ川)･83kg級T1rhl沖Iﾘl(、川)の２年

生コンビのiiW1llIが光った。この「かい

じ|刊体」にI(１１けた股技力の強化があっ

たれぱこそ、本ⅡＩの現在の餓技力があ

ることを流感する。

全国商校総体では谷村工商がよくINR閑

しⅢ体で３位に入賞した。また67.5ｋｇ

級磯村賢一(Ⅱ川)はSII2.5,Ｊ１３５，

Ｔ247.5で兄UFIMI人優勝し、後の県秋

季大会においては、奨年破られなかっ

た67.5kg級のスナッチ11本高校記録を

兄事史新する118.5kgを挙げトータル

でも262.5kgの日本海校新となった。

－万大学坊は全Ⅱ本大学対抗Iimにおい

て２年生ながら75kg級施辺浩●(法人）

が優勝し、ジュニアⅢ界避手梱(於ド

イツ)にもｌＩｌｊルした。

成年勢は全日本避乎樋において、１１０

kg級松下忠光(束八振興〕肘務所)が優勝

し、アジア大会(於ソウル)に出叫。４

位に入るlLUIlを見せた。また会1J本社

会人大会では100kg級小宮１１I哲雄(Hl11

mi紋)がスナッチで158.5kgの日本新紀

鍬を樹立した。

昭和62年度

《llllDK商校大会》(於Ⅱ川iHi杖）

１１１１体優勝Ⅱ川iWi核

４位行材工業商校

《剥副iWi枝総体》(於北ihjin）

団体ⅡI(優勝Ⅱ川,1M校

７５kg級小泉秀一(Ⅱ川)２位

９０kg級中川僑二(谷村)優勝

(|刊艮体育大会》(於沖lIUlM）

団体11A優勝111梨l(Ｉ

少『I（７５kg級小ﾙｌ秀一(11川)優勝

Ｓ123.5m木簡核新

政iIi75kg級武ル多加志(11川教)２位

100kg級為袋随と(谷村敦)３位

110kg級松下忠光(束八振興)２位

《余11本避乎Ili大会》(於前橘市）

昭和51年度

前年に続き、関東商校大会で日川商校

が２迎覇。紐<全凶商校総体ではＦｅ

級武井多加志(Ⅱ川)とＬＨ級坂本仁

(Iﾘl域)がそろって優勝。余勢を駆って

佐側１４体では総合４位と過去蛾獅の成

織を弧す邪ができた。

坂本仁(明餓)は、ＭＨ級のＨ本商校記

録を２度の県内大会でⅢ新し』152.5

kgを硯した。

昭和52年度

鋪21,1MIM〔迦乎柵をロ川商校でⅢⅡ1Mし

た。

昭和53年度

ﾛ川簡校出身の西周一の尽力により、

初の県恥独海外遠征が実現した。山梨

lMiiIi枕避抜フィリピン述柾籾糠大会

(於マニラili)へ、村nI-nlIl1I奨以下役

fl避乎26打が参加しマルコス杯をIIiiIト

することができた。

また全国間核総体では90kg級小宮山哲

雄(明滅>が２位に入る活BVIを見せた。

昭和54年度

宮崎1珂体で52kg級小in厚志(IﾘIihf)が２

位に入り、今日本大学対抗I収では67.5

kg級武井多力Ⅱ志(法人)、９０kg級坂本仁

がそろって優勝した。

また、パンノニア[剥腺大会(於ハンガ

リー)へは村、理耶長がｎ本遣手団団

奨として枡鋭をリ|き辺れ参加した。

昭和55年度

この年は肌内から３名の迎乎がＵ本代

表として以下の大会に出刎沁飢UIlした。

プルースォード[M1際大会(於來ドイツ）

７５kg級岡田随６位

Bull友好大会(於''１１五l）

９０kg級坂本仁２位

日輔親神大会(於姉ﾛ）

７５kg級武井多加志優勝

100kg級坂本仁２位

また、全iiliIIli枚総体では100kg級生方

力が２位に入り、栃木岡体では成年

67.5kg級武ｿﾞﾄ多加志、９０kg級坂本仁が

１位･２位とIIE剛した。

昭和56年度

節411回1分日本迦乎梱で75kg級武)I:多加

志(公卿符Jm1I獅所)がIIL勢初の優勝を

果たし、その他の[El際大会でも活珊し

た。

かいじ国体の御坂町IllIIuが決定し、１Ｍ

初の中学生ウエイトリフティングスク

ールもIHI始さ仏これ以降股技人11が

墹加してくる。

昭和57年度

75kg級武ﾂﾔ多加志(公側符理Ｊｌｉ務所〉

が、全、本避手柵で２巡珊１．パンノニ

ア国際大会･世界選手１m大会･アジア人
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82.5kg級渡辺浩幸(NEC山梨)２．１位

100kg級小宮山哲雄(Ⅱ川綱r3位

110kg級松下忠光(石和職）2.1位

《全日本週手樅大会》(於肛厳祁）

５２kg級漉辺１W(商｣:忠)優勝

82.5kg級波辺浩幸(NEC）２位

１００kg級小宮山哲雄(、川教)２位

(全日本社会人選手権>(於石川県）

２位かいじクラブ

82.5kg級渡辺浩幸(NEC）優勝

100kg級小宮Ⅱl哲雄(日川紋)優勝

110kg級松下忠光(石和職)優勝

(Ⅱ陣親聾大会》(於碑国）

100kg級小宮山哲雄(日川教)優勝

《第11回アジア競技大会》(於'１１国）

５２kg級渡辺１W(猛士急)５位

《11t界遇手柵大会》(於ハンガリー）

５２kg級渡辺１Ｗ(商士忠)８位

平成３年度

《全ljHl商校総体》(於IiilM11M）

団体７位日大11)l減商校

個人６０kg級田中邦彦(明鍼）２位

《関東避手梅》(於埼玉1M）

剛体優勝11梨１１１優勝粉８禍

(|叫民体育大会》(於朽川１１９

団体４位111梨県

少年５２kg級小俣爪人(古、）3.4位

９０kg級古屋将(ﾛ川）8.2位

成年５２kg級渡辺樽(窟士思）1.2位

100kg級小宮11I哲雄(日川鞠2.6位

110kg級松下忠光(析和域）３．２位

(会、本避ｆＩ１ｉｉ大会>(於束京都）

５２kg級渡辺１W[(寓士急)優勝

82.5kg級渡辺浩幸(NEC）優勝

110kg級松下忠光(石和卿)優勝

《全ＩＥＩ本社会人選手橘》(於XT川県）

２位かいしクラブ

《世界選手柵大会》(於ドイツ）

５２kg級渡辺畔(商士忽)６位

平成４年度

(全国高校総体》(於宮崎県）

個人

82.5kg級古屋和洋(ﾛ川）３位

十100kg級小松政志(I､戦）２位

(1111〕I〔避手#lii鋼Ｉ１ｌｊｉｌ凹川街･山梨Ⅱ1親橡

大会》(於吉miwiBo

団体優勝111梨県優勝巷10禍

《国民体育大会》(於山形咄）

団体４位山梨県

少年５２kg級小泉浩一(古田）-.8位

７５kg級米111再hlK(i1iIll）8.-位

82.5kg級iIi用ギⅡ洋(Ⅱ川）2.4位

成年５２kg級波辺１Ｗ(岱巨{:忠）1.1位

６０kg級IIiillHi正仁(Ｕ大）5.1位

67.5kg級磯村賢一Ujuf日｢剛)6.4位

110kg級松下忠光(石和職）３．１位

《全11本進手術大会》(於千葉1M）

日川高校が団体便mDG果たした63年肛全国宜渡部体

７５kg級武井多加志(I｣川教)優勝

82.5kg級波辺浩幸(法大）３位

100kg級lib袋隙と(杼村教)３位

110kg級松下忠光(〕に八振興)優勝

《金Ⅱ水社会人逆ｆＩ１ｉｉ》(於〃(梛府）

110kg級松下忠光(】I〔八繊典)優勝

《ジュニア世界避乎ｲｶi大会》(於ユーゴ）

５２kg級波辺１Ｗ(法人）１２位

７５kg級渡辺浩幸(法人）１３位

《ロ鯨ユース大会》(於輔Ｎ）

７５kg級小jil秀一(Ｈ川）３位

９０kg級BlI川イパニ(行材）２位

《パンノニア川際大会》(於ハンガリー）

５２kg級渡辺柳(法人）５位

昭和63年度

《関東商校選手楢》(於埼玉ＩＩＬ）

H1体優勝１１川iIli杖

《全IHI脚i枚総体》(於兵ljl(Ⅲ〉

川体優勝ロ川断校

IMI人５６kg級ＩＤＩ１部↑''二(ﾛ川）２位

100kg級lid]田イパ豚(Ⅱ川）３位

《関東選手楠》(於茨城県）

'１１体優勝111梨県優勝稀６名

《|叫民体77大公》(於〕j(都府）

|､１体３位111梨Ⅲ

少jIi56kg級１１Ⅲ部↑''二(、川）２位

成年５２kg級渡辺１W(法大）優勝

82.5kg級渡辺稚幸(法人）３位

《全11本選手柵大会》(於前檎市）

７５kg級武井多力Ⅱ志(｢1川教)２位

100kg級小1;｢Ul哲雄(Ⅱ川紋)３位

82.5kg級渡辺ｉｉｉ兼(法大）３位

《ジュニア１１k界巡乎柵大会》(船ギ'ルャ）

67.5kg級磯村賢一(法人〉８位

７５kg級渡辺機幸(法大）１３位

《アジア選手ｲlii大会》(於中[lil）

82.5kg級波ｊｕｉｉ１ｉ幸(法人）６位

平成元年度

《関東選手椀》(於束京都）

団体優勝山梨県優勝者５名

《mhと体育大会》(於北iliiiii）

団体優勝山梨１１１

少fIL56kg級桐1ｊｉｉｊＩｉ仁(Ⅱ川）３．４位

82.5kg級佐鰯剛(谷村）3.3位

100kg級若杉孝一(ﾛ川）3.3位

成年

６７５kg級磯村賢一(法大）１．４位

８２５kg級波辺浩幸(法大）3.1位

100kg級小宮山伍雄(H川鋼3.1位

110kg級松下忠光lNzろうｻﾞｨi601.3位

《令ｕ本避乎椛大会》(於上尾市）

67.5kg級磯村賢一(法大）２位

７５kg級武井多加志(吉田教)３位

82.5kg級渡辺浩幸(NEC）２位

100kg級脇袋隙之(呑村教)３位

100kg級松下忠光lliltろう轍創優勝

《令Ⅱ本社会人逝乎櫛》(於福岡111）

２位かいヒクラプ

82.5kg級渡辺浩幸(NEC）優勝

100kg級小宮山哲雄(ｕ川教>優勝

110kg級松下忠光(１１M[ろう学tiii1)優勝

《１１台親沸大会》(於台湾）

100kg級松下忠光(１１位らう料姻)優勝

《プルースォード国際大会》(於東ドイツ）

５２kg級渡辺博(法大）３位

平成２年度

《IHI束選手楠》(於栃木県）

卜Ⅱ体優勝山梨Ⅲ優勝者４名

《１KⅡL体育大会》(於禍lM11IL）

団体３位１１１梨肌

少『Ii60kg級iili嵩敏之(、川）－．５位

67.5kg級渡辺血人(Ｕ川）5.5位

82.5kg級鶴田守幸(日川）５．７位

成年
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５２kg級渡辺博(富士急）優勝

67.5kg級磯村賢一(41ufl3T役M〉)３位

82.5kg級小泉秀一(石和教)２位

９０kg級渡辺浩幸(NEC）優勝

110kg級松下忠光(両hI職>２位

《全日本社会人避乎梱》(於徳EblM）

２位かいじクラブ

９０kg級渡辺浩幸(NEC）優勝

１１０kg級松下忠光(石和職)優勝

《ジュニア枇界遇手術大会》(於ブルガ

リア）

６０kg級柵原正仁(日大）１１位

《オリンピック大会》(バルセロナ）

５２kg級渡辺樽(席士忽)失格

《日韓親善大会》(於韓国）

６０kg級桐原正仁(Ｈ大）優勝

《日中友好大会》(於０１個）

５２kg級渡辺１W(浦士忽)２位

平成５年度

《関東商校大会》(於千葉県）

団体優勝吉田商校

３位ロ川高校

個人４名優勝

〈金岡高校総体》(於栃木県）

卜Ⅱ体３位fiIH問校

７位ﾛ川高校

個人７０kg級入水一夫旧川）２位

７６kg級米山喜平(吉、）優勝

〃金子伸二(11川）３位

９１kg級沿井正純(吉田）２位

十99kg級堀内邦彦(吉、）３位

《UIlW[巡乎Ili>(於群｡!Ⅲ111）

１１１１体優勝１１１梨１Ｍ優勝者８名

《国民体育大会》(於徳岡1M）

団体優勝111梨県

少年７０kg級八木一夫(Ⅱ川）-.3位

７６kg級金子伸二(日川）３．１位

平成８年町会函忘校姥体

７６kg級渡辺武人(日大）１３位

《ロ韓ユース大会》(韓|卦）

７６kg級米山喜平(吉田高)２位

《アジアジュニア選手柿》(於Il01刊）

＋108kg級小松政志(Ⅱ大）３位

平成６年度

《11111Kiiii校遊fIlii》(於栃本県）

川体優勝’１１１１高校

２位占田高校

個人優勝者４満

《令lml商校総体》(於術111県）

1,1ⅡlS5位ＩＩｌｌＭｉ枚６位吉|Ⅱ,研校

(161人５４k瓜級硫村戊也(Ⅱ川）失格

Ｓ97.511本高校新

５９kg級足Ｉ泉(吉田）３位

６４kg級鈴木蛾浩(ロ川）３位

７０kg級橘木唯史(Ⅱ)I城）優勝

７６kg級'１１１]部正樹(Ⅱ川）２位

《ＩＩＵｌ〔巡乎lii》(於群`191M）

ｌｉｌ１体優勝１１１梨Ⅱ１優勝材10禍

《国腿体1ri大会》(於愛知Ⅱ!）

団体２位山梨県

少年６４kg級鈴木崇浩(日川）４．３位

７０kg級橋本唯史(明誠）1.4位

７６kg級lull部ＩＥ樹(ﾛ川）1.1位

成ff54kg級渡辺｜＃(癖l:急）-.6位

９１kg級漉辺沿幸(NEC)３．４位

108kg級松｢忠光(ロ川職）３．３位

十108kg級小松政志旧人）６．６位

《全Ⅱ木社会人選手権》(於福島県）

２位かいじクラブ

６４kg級桐原iI;仁(休膜地気)優勝

５４kg級漉辺拙幸(NEC）優勝

《フレンドシップトーナメント》(於偉

lLl）

＋108kg級小松政志（日大）３位

《ジニニア世界選手権》(於インドネシ

８３kg級米IlIlZ平(吉Ul）1.2位

成年５４kg級渡辺１Ｗ(宿士;@Ｊ2.4位

９１kg級渡辺浩幸(NEC）1.1位

９９kg級狩杉窄一(法大）２．２位

108kg級松下忠光旧川職〉５．２位

(余Ⅲ本遇乎lli大会》(於千紫Ⅱ!）

５４kg級imi辺111(?;Ir士忽）２位

７０kg級磯村賢一(牧丘ﾛ｢役瑚）２位

９１kg級若杉孝一(法大）２位

〈全n本+|:公人選手柵》(於愛知1M）

２位かいヒクラプ

９１k円級施辺鱗や(NEC）優勝

108kg級松下忠光(Ⅱ川蜘)優勝

《束アジア大会》(ｌＩ１ｌｌｉｌ）

５４kg級渡辺１W(海上急>５位

《ジュニアⅡ上界選手柵大会》(於チェコ

スロバキア）

l団且Ｉ

館48回東四国国体鶴合優因の山製H1チーム(平成５年）
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ア）

６０kg級田中邦彦(明誠）１３位

十108kg級小松政志(日大）失格

平成７年度

《関東商校避乎柵》(於牧侃町）

団体優勝古Illiii枝

２位ﾛ川商校

個人優勝者５名

《全国高校総体》(於烏取県）

団体優勝吉、高校

２位１１川高校

仙人５４kg級芳賀寛遡(Ⅱ川）２位

７６kg級古谷竜彦(吉田）優勝

８３kg級山ロ和雄(ﾛ川）２位

９９kg級天野洋平(吉田）２位

《関東選手椎》(於茨城県）

団体優勝山梨１Ｍ優勝者11名

(国民体育大会》(於IHifMIl）

川体２位111梨１Ｍ

少年７６kg級古芥電彦(吉川）1.1位

９９kg級天野洋平(吉田）２．２位

成年７６kg級磯村賢一($juimHMl)6.2位

８３kg級渡辺矼人(椥荊鰯)3.3位

９１kg級波辺浩幸〈NEC)4.2位

108kg級松下忠光(ロ川蜘〉4.7位

〈全ｎ本避手ｲlii大会》(於椛lblII〉

６４kg級桐原正仁(佐腿危機)２位

７６kg級繊村賢一(牧丘13J役M帥２位

８３kg級漉辺直人(牧丘町役ｵﾙ)３位

９１kg級渡辺浩幸(NEC）３位

十108kg級小松政志(日大）３位

(令日本+l:公人迦乎棚》(於広偽県）

優勝かいヒクラプ

５９kg級岡部1111二(I｣川教）優勝

《日韓ユース大会》(於鯨国）

７６kg級古谷竜彦(古田）２位

108kg級天野洋平(古田）２位

〈アジア避手柵》(於鰍１１１）

＋IO8kR級小松政志(１１人）３位

《フレンドシップトーナメント》(於中

十108kg級小松政志([I大）４位

平成８年度

《''11束illi核大会》(於埼EliIIl）

団体優勝１１川商校

３位古１１１弼校

仙人優勝粉４粥

(全I玉liWi枕総体》(於牧lfNJ）

団体優勝ﾛ川商校

８位古田商校

W１１人５９kg級今村俊雄(Ⅱ川）３位

７０kg級千葉真一(古川）２位

８３kg級大家柵人(Ｈ川）３位

<現役員＞

会蛙村田一郎

副会奨種田一夫

Ｆｍｌｌ災土屋凝仁

〕Ⅲ岡田随袖垣英治

笠原迩夫武井多加志

小宮山哲雄島袋隆之

松下忠光深泗桂一郎

理

83kg級１ｈ口和雄(Ⅱ川）5.5位 ljiD
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